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医学部１，２年良医への道１，２＞選 必

【ユニット】 選 必

【ユニットデ レ ター】

D 　 （教養教育）
D 　 （教養教育）　　 　 （医学教育 ンター）

【一 的な 】

時代の に に 応し，医 として 様な価 観を理 で る となるた に，す ての学
野で 的な知 を に る。

-03-01-01、 -03-01-02

【 的な 】

1 な学 を理 で る。
2 自 の知的 に て 門 の 野の を選 し、 定の の学 を で る。
3 必要な を し、 的に ・ 合で る。
4 点を に いて で る。
5 成 を な に書 出すことがで る。
6 に かりやすい発表がで る。

【学 方法】

１学 および２学 の月曜日 時限、 時限に 講されるサブユニットを選 し、年 を じて サブ
ユニットを する。た し、 時限または 時限のい れかのみで 講される１ マ 講義（

D）は１サブユニットとして ウントし、 時限または 時限に 講される２ マ 講義
（ D D ）については２サブユニットとして ウントする。
サブユニット についての は の りである。
1 講義は原 的に１年生と２年生が同時に 講で る。
2 １学 、２学 の れ れで２サブユニット つの とする。
3 ２学 D （5 6時限の２ マ ）を する 合、２学 ブ ッ （ 時限の１ マ ）
のサブユニットは で ない。

サブユニットの選 方法は の りである。
1 あらかじ 配布された スをよ み、 サブユニットの内容を知 てお こと。で る

に サブユニットを選 するよ に して しい。
2 １学 （   ）については、 月 日（月） 月１ 日（月）に で
を 。 な 入方法については 示する。

1 3 にも すること。
1 月１ 日（月）２ 時 までに で 入し 出すること。
2 定員を たサブユニットの 者 を したあと、 月２ 日（ ）までに 者の名

が 示される。
3 月１ 日（月）から講義が まる。

3 ２学 （  D  D  D ）については、7月の定 験 中に で を 。
な 入方法については 示する。
1 3 にも すること。

1 定の日時（ 日 示）までに で 入し 出すること。
2 定員を たサブユニットの 者 を したあと、 月１ 日（月）までに 者の名

が 示される。

－ 1 －
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3 月 日（月）から講義が まる。
また、 の点に して選 すること。
1 をもとに、１学 、２学 の 学 とに ターンが 定される。 はない。
2 い た 定したサブユニットの はい さい ない。
3 を ないサブユニットがある。
4 一 講したことのあるサブユニットは原 として 講で ない。
5 選 者 がサブユニットの定員を えた 合は 選により 定される。 選にもれた 合は、

のサブユニットに られることがある。
6 講 者が て であ た 合、サブユニットが 講されない 合がある。
7 者自 が用 するものがある。教科書、 、 など。
サブユニットの 、授業内容 については、授業時 内に る。

【評価方法】

良医への道 ースであることも鑑み、 で 的な授業参 を とする。 講態 良者は 合
となる。
は、出席状況、 出 を 、 サブユニット担当者に委 る。

【教 科 書】

◆ 教科書、参考書の選定は サブユニット担当者に委 る。

【授業予定表】

１学 サブユニット名 担当者
定員

サブユニット
び

月曜日
4 5時
限

-1（医学） 医学・医療学入門

　 美
　
　 子
　 美
　 一
　 子
　
　
　

30名

学 生の1年
生は 員必
。 生
の1、2年生の 講
も 。

-2（ ）造 表現 日 　 20名
-3（ ）教養のた の 　美 子 20名
-4（自然科学）正しい ットの い方
データの の （ 講）

　
　成美

14名 【令 6年
講】

-5（ ） と美術による ー ッ の
石 　正 50名

－ 2 －
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１学
サブユニット名 担当者

定員
サブユニット
び

月曜日
4時限

-1（生 理）生 と 理 　 美 50名
-2（ 会） する性と生殖の 　正 20名
-3（ 会）現代の観 川　 子 25名
-4（医学）研 者た の研 ーマはどのよ
に ま たのか 医学 ・伝 の 物や現
研 者から る研 ーマ選 の 実

　正
川　理樹
川　 成

20名

-5（自然科学） 理生物学入門 　 10名
-6（ ） 学入門 　 10名
-7（ ） 治 学入門 　 50名
-8（ 会）スポー 村　 20名
-9（自然科学）実験からデータ 、発表まで

村 　 4名 ン持参

-10（自然科学）教養の生物学 　 50名
-11（ 会）学 て ？病 て
？

　 美 20名

１学
サブユニット名 担当者

定員
サブユニット
び

月曜日
5時限

-1（ 会）教養としての と 治 　 美 50名
-2（ 会） 感的 学 　正 20名
-3（ ） 学 をつ る 手法と 学
実

　 10名

-4（医学） 良 のた の 医学入門
守 　 10名

-5（自然科学） 代 とデータ 　 20名
-6（ ） 術リ ー入門 　 12名

-7（医学） となる感染症と の
　

石 　
40名

-8（生 理）医療の 生を る 理 　 一 20名

-9（ 動・ ） 動学１
　 美子

中村　
50名

-10（データサ ンス） プ ン
入門

　
高 　美
　実

20名

-11（ ） ブス ー ーの研 者
と一 に学ぶ  1 

中 　 子
村　 由美
　
　
 

50名

－ 3 －
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２学
サブユニット名 担当者

定員
サブユニット
び

月曜日
4 5時
限

D-1（ 動・ ） ンプ （ ）ゲー
験、実 です に つ ニ ー ン講

　 生美
　 代

20名

D-2（ 動・ ）モ ー ンと ニ
ー ン

　かおる 24名

D-3（ ） の と 　美 子 20名

D-4（ ） 術と医術  15名

D-5（医学）総合 療とプ マリ・

　
　
　理子
　
野　
高 　

25名

【２年生のみ 講
】
学 生の2
年生は 員必
。

5 6時
限

D -1（ ） を 性する ート 　 50名

２学
サブユニット名 担当者

定員
サブユニット
び

月曜日
4時限

-1（ ）ここ の病に 4 の 　 美 50名
-2（ 会）マ リ へのまな し 　正 20名

-3（データサ ンス）  
 の を知

　正
村 　
　
　

10名

-4（ 会）現代の観 川　 子 25名
-5（自然科学） と生 科学 日 　 治 24名
-6（自然科学） 合物 名法 　 30名
-7（生 理） えのない医学-医学には
能な がある

　
　

6名

-8（自然科学） と た 、病と （ 講）
中野　 成 9名 【令 6年

講】
-9（自然科学）ユニット り で作る 子

　 子 6名

-10（ ）医学思 学 　 一 20名

-11（ ）   （ 講） 　 20名 【令 6年
講】

-12（医学） 医学研 の成 を医療に生
かすには-研 の現 から の医療を る- 

　正
　

内 　
　 一
　
部　信
村　
　

20名

-13（ ） と の時代 石 　正 50名

－ 4 －
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２学
サブユニット名 担当者

定員
サブユニット
び

月曜日
5時限

D-1（ ）思考を える 入門 　 美 50名
D-2（ 会） 容する現代 デ 　正 15名
D-3（ ） 代中 学講 　 50名

D-4（医学） 養学総
　
　 子

30名

D-5（医学）ここ と医療・医学

石 　
　
持　
原　
　
　 治
　
　さつ

野 　

30名

D-6（ 動・ ） 動学２
　 美子

中村　
50名

D-7（ 会）医療と 　 一 30名

D-8（医学） 医学と 医学の

村　
　 子
　
　 子
内　

15名

D-9（ ） ブス ー ーの研 者と
一 に学ぶ  2 

中 　 子
 
　
村　 由美
　
　

50名

D-10（自然科学）実験動物学入門

水野　由美
川村　勇樹
冨永　信子
石原　由夏
仁科　正実

30名

－ 5 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -1（医学） 医学・医療学入門

【サブユニット】 -1（医学） 医学・医療学入門

【担当者】

　 美（医学教育 ンター）　　 　 （医学教育 ンター）　　 　 子（医学教育 ン
ター）　　 　 美（ 会医学）　　 　 一 （医学教育 ンター）　　 　 子（医療
育成 ンター・ 医学 ンター）　　 　 （ 病 ）　　 　 （ 医療科）
　　 　 （ 総合 療内科）

【教育内容】

　 子高 、 会を え、様 な ・医療・福祉の を持つ において、 に
つ実 医 や 生 で する医 になるた に、必要な 医療や についての知 や
技術を学ぶとともに、 や との らしに関 を持 、 ニ ート ーモデルに

の特 を らかにし、 の について自ら考えられるよ になることを す。 内の
村（ 内出 者は出 または近 の 村を原 とする）を担当し、 を理 するプ スを
験するとともに、お いの の特 について学びあい、医 として を理 することの を考え
る。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 05月13日 （月） 4 5 （医学）1 とは

（医学教育 ）
（医学教育 ）
（医学教育 ）
（ 会医学）
（医学教育 ）
（ 医学 ）

選
必 2 05月20日 （月） 4 5 （医学）2 の方法1

（医学教育 ）
（医学教育 ）
（医学教育 ）
（ 会医学）
（医学教育 ）
（ 医学 ）

選
必 3 05月27日 （月） 4 5 （医学）3 の方法2

（医学教育 ）
（医学教育 ）
（医学教育 ）
（ 会医学）
（医学教育 ）
（ 医学 ）

選
必 4 06月03日 （月） 4 5 （医学）4 の 医療

（医学教育 ）
（医学教育 ）
（医学教育 ）
（ 会医学）
（医学教育 ）
（ 医学 ）
（ 病

）

－ 1 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -1（医学） 医学 医 学入門
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月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 5 06月10日 （月） 4 5 （医学）5

の ・ み、 を考
える
発表用 を作成

（医学教育 ）
（医学教育 ）
（医学教育 ）
（ 会医学）
（医学教育 ）
（ 医学 ）

選
必 6 06月17日 （月） 4 5 （医学）6 中 発表1（7 ）

の学生の を り入れて
正

（医学教育 ）
（医学教育 ）
（医学教育 ）
（ 会医学）
（医学教育 ）
（ 医学 ）

選
必 7 06月24日 （月） 4 5 （医学）7 中 発表2（7 ）

（医学教育 ）
（医学教育 ）
（医学教育 ）
（ 会医学）
（医学教育 ）
（ 医学 ）

選
必 8 07月01日 （月） 4 5 （医学）8 学との合同発表の

（発表6 、 3 ）

（医学教育 ）
（医学教育 ）
（医学教育 ）
（ 会医学）
（医学教育 ）
（ 医学 ）

選
必 9 07月08日 （月） 4 5 （医学）9 り り

（医学教育 ）
（医学教育 ）
（医学教育 ）
（ 会医学）
（医学教育 ）
（ 医学 ）

7 月 3 日の 医療と ー 医療ユニット内の 学との合同学 の中で発表する。
の な に て を る。

【評価方法】

出席状況と参 態 を した で、レポート、発表による評価をする。

【教 科 書】

◆ レ や必要な を配 する。

【参 考 書】

◆ 特になし

【 考】

を 用するので持参で るよ に してお こと。
学 学生の 1年生は 員が すること。 の 、 に関 のある学生（1

2年生）の 講も 能です。学生 、学生と教員との 換を して学ぶスタ ルを 要 していま
す。 医療に関 があり、 的に参 で る学生を します。

－ 2 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -1（医学） 医学 医 学入門
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -2（）造 表現

【サブユニット】 -2（ ）造 表現

【担当者】

日 　 （ 術 ）

【教育内容】

　理 態をモ ー とした造 表現。 の中にある造 を 出し構成、ビ ル する。作
作についての などは授業中に 示される。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 05月13日 （月） 4 5 1 講義 造 表現の 日 （ 術 ）

選
必 2 05月20日 （月） 4 5 2 実 １ ー ン １ 日 （ 術 ）

選
必 3 05月27日 （月） 4 5 3 実 ２ ー ン ２ 日 （ 術 ）

選
必 4 06月03日 （月） 4 5 4 実 ー ン 日 （ 術 ）

選
必 5 06月10日 （月） 4 5 5 実 ー ン １ 日 （ 術 ）

選
必 6 06月17日 （月） 4 5 6 実 ー ン ２ 日 （ 術 ）

選
必 7 06月24日 （月） 4 5 7 実 ー ン 日 （ 術 ）

選
必 8 07月01日 （月） 4 5 8 実 リ ー ン表現 日 （ 術 ）

選
必 9 07月08日 （月） 4 5 9 講評 作 ル 出 日 （ 術 ）

【評価方法】

作への 、一生 やれ 自 と れた作 になるとい ことを で しい。

【教 科 書】

◆ か参考 書を 、 入するか かは 自 。
必要な は配布。

【 考】

講にあた て用 する用 。
2 3 、 リ ン 0 3 0 5、 12 、 4 プリント用 20 、 4 用 5 。

－ 3 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -2（ ）
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -3（ ）教養のた の

【サブユニット】 -3（ ）教養のた の

【担当者】

　美 子（ 研 ）

【教育内容】

　 の 法を 的に することにより、 野を 、教養を ことを とする。
の 門書を た の をつ 、 の にも ・関 を る。 者はも
のこと、 の と 者も とする。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 05月13日 （月） 4 5 （ ）1

が されているおもな ，
ル ート， 的なあいさつ 

6-7
入 法
 1 の発  8-9 
で な自 をする

（
研 ）

選
必 2 05月20日 （月） 4 5 （ ）2

 66
 2 代名 と動 の現在
 10-13
の らし 美しい 月に

を み、 ーマンの を鑑賞する

（
研 ）

選
必 3 05月27日 （月） 4 5 （ ）3

 3 名 の性と  14-17
 4 定 と 定  

18-21
ゲー の を み、 ー ル
トの を鑑賞しながら、 を

る

（
研 ）

選
必 4 06月03日 （月） 4 5 （ ）4

 5 代名  22-25
 6 動 ・ 令  

26-29

（
研 ）

選
必 5 06月10日 （月） 4 5 （ ）5  7  30-33

 8 動 ・  34-37
（

研 ）

選
必 6 06月17日 （月） 4 5 （ ）6

 9 法の 動  38-41
 10 動 の3 ・過  

42-45

（
研 ）

選
必 7 06月24日 （月） 4 5 （ ）7

 11 現在 ・ 動  
46-49

 12 容 ・ 表現 50-53

（
研 ）

選
必 8 07月01日 （月） 4 5 （ ）8

 13 動 ・  定  
54-57

 14 関 代名 ・ 法 
58-61

（
研 ）

選
必 9 07月08日 （月） 4 5 （ ）9 まと と  62-72

医学に関する を
（

研 ）

【評価方法】

出席状況と 講態 、発 、 （一部 出）で評価します。

－ 4 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -3（ ） の の
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【教 科 書】

◆ 原 ， プ ー やさしい 法 水 ，2024  
978-4-560-06439-9

1 講義までに などで 自入手して さい。一 書 では り せになります。
は 水 の サ トから ウン ー で ます。

54680
スト の は、 に 出 として 用する予定です。 ゲー や の ，医

学に関する などは で 示します。

【参 考 書】

◆ が必要です。 プリや ン用の もあります。 自 みの 書を入手して さ
い。 門的な 作物を た に 用するには、 子 書 オ D- 7100 （2020）を
します。 正書法に 応した の かに、 の な 、 、
、 10 ン ン を した 書です。 正書法に 応した の ン ン
を ウン ー することもで ます。予 をし かり え 、講義に 書を持参する必要はありませ
。

【 考】

　２学 の の と が、 と関 ながら会 を中 に を し、
と を 同 に のに し、この講義では、 に を を で に るた
に、 法を中 に授業を展 します。 サブユニットの 点は、 講義で ル ートや

入 法、 、 表現 です。 、 、 の 出は  で います。
な で発 し、 的に参 して さい。 いに し合 て、 しい講義を展 しまし 。

－ 5 －

医学部１，２年
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -4（自然科学）正しい ットの い方 データの の （ 講）

【サブユニット】 -4（自然科学）正しい ットの い方 データの の
（ 講）

【担当者】

　 （中研・機能部門）　　 　成美（中研・機能部門）

【教育内容】

　学生実 で も 的な の正しい り い方を する過 で，実 的な ，正 な
・ に する ，実験 の 定限 ・ 作 の ，データ 理法について考えな

がら生 物 の正 ， された 物の 内 の に関して する。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 05月13日 （月） 4 5 自然科学 1 オート ットの正しい い（

ットの 定）
（中研・機能）
（中研・機能）

選
必 2 05月20日 （月） 4 5 自然科学 2 と 1（リン の 製

と 作）
（中研・機能）
（中研・機能）

選
必 3 05月27日 （月） 4 5 自然科学 3 と 2（ 計の 正と 定）

（中研・機能）
（中研・機能）

選
必 4 06月03日 （月） 4 5 自然科学 4 機の 作（ 法

を用いた血 ）
（中研・機能）
（中研・機能）

選
必 5 06月10日 （月） 4 5 自然科学 5

中の 物（ ） 定1
（ 物（ ）の由 と ル
マン法の原理）

（中研・機能）
（中研・機能）

選
必 6 06月17日 （月） 4 5 自然科学 6 中の 物（ 定2

（ 管の作成と ）
（中研・機能）
（中研・機能）

選
必 7 06月24日 （月） 4 5 自然科学 7

中の 物（ ） 定3
（ 作成と 知 の
定）

（中研・機能）
（中研・機能）

選
必 8 07月01日 （月） 4 5 自然科学 8

ルによるデータ の
（ 物（ ） 定 の
と考 ）

（中研・機能）
（中研・機能）

選
必 9 07月08日 （月） 4 5 自然科学 9 とある医学の 実験 実験

の考 ・・ れは、考 ですか？
（中研・機能）
（中研・機能）

【評価方法】

出席， 態 ， 出物（講義 ）

【教 科 書】

◆ 配布 のみ。

【 考】

、  と  が ンストールされた ー ル・ ン ーターを持参すること。

－ 6 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -4（自然科学） の の の （ ）
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -5（） と美術による ー ッ の

【サブユニット】 -5（ ） と美術による ー ッ の

【担当者】

石 　正 （ 名 教授）

【教育内容】

　 を 、美術作 を鑑賞しながら、 ー ッ の を学びます。 することによ て い
野と かな 性を につ ます。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 05月13日 （月） 4 5 （ ）1

5 4 　 リ
ウス、オル オ物 、 ルスト
＞、オッ ン ッ と ＞

石 （ ）

選
必 2 05月20日 （月） 4 5 （ ）2

15 ル サンスから17 ッ へ
モ リ 、 ル・オ レン ーゲ
ルの ないた ら 、 ッ ル ル
ン＞

石 （ ）

選
必 3 05月27日 （月） 4 5 （ ）3

18 ッ
ッ 、 ン とオル ン、
ルデ ＞、 ッ ー

＞

石 （ ）

選
必 4 06月03日 （月） 4 5 （ ）4

18 　 、 と 義
ール、モー ルト の

＞、同 ＞
石 （ ）

選
必 5 06月10日 （月） 4 5 （ ）5

1789年 19 　 ンス と
の
ポレオン、 、 ートー ン

＞、同 9

石 （ ）

選
必 6 06月17日 （月） 4 5 （ ）6

19 中 　 の
月 とビー ーマ ー、
一、 ン れの ＞、ス タ モ
ル ウ＞

石 （ ）

選
必 7 06月24日 （月） 4 5 （ ）7

19 20 　 リ
ポニス 、 リウス ン ンデ
＞、 ル ー ＞

石 （ ）

選
必 8 07月01日 （月） 4 5 （ ）8

20 の リ
、 、 ント・トーマス＞、

ーンスタ ン ン ニッ ・ ンス
＞

石 （ ）

選
必 9 07月08日 （月） 4 5 （ ）9

リスト教と リスマス
スの生 、 サ、 ンデル サ

＞、プレトーリウス サ の より＞、
ルー ー よし、この ＞

石 （ ）

【評価方法】

リ ン ー ーを 出していた ますが、これに え授業中の ストおよび スト
を総合して評価します。

－ 7 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -5（ ） の
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【教 科 書】

◆ 石 正 と 画で学ぶ （ 義 学出 会）

【参 考 書】

◆ 石 正 ート ッ 鑑賞術 （ ）

－ 8 －

医学部１，２年
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- 16 -



医学部１，２年良医への道１，２＞ -1（生 理）生 と 理

【サブユニット】 -1（生 理）生 と 理

【担当者】

　 美（ 評 ）

【教育内容】

　 の 学、 学の に れることによ て、生と 、 の 理について考えを る。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 05月13日 （月） 4 生 理 1 を理 するた の方法－

ス タ
（ 評 ）

選
必 2 05月20日 （月） 4 生 理 2 考える －ニー への

（ 評 ）

選
必 3 05月27日 （月） 4 生 理 3 発と 評－ 子 （ 評 ）

選
必 4 06月03日 （月） 4 生 理 4 者を する － ーゲル

現 学
（ 評 ）

選
必 5 06月10日 （月） 4 生 理 5 福の 一 － ント 実 理性

（ 評 ）

選
必 6 06月17日 （月） 4 生 理 6 的な存在－夏 石 子 の

中
（ 評 ）

選
必 7 06月24日 （月） 4 生 理 7 D （ ス ッ オレンス）

の 理－ なな
（ 評 ）

選
必 8 07月01日 （月） 4 生 理 8 自 者の とは

（ 評 ）

選
必 9 07月08日 （月） 4 生 理 9 自 の について ン

段
（ 評 ）

【評価方法】

作成

【教 科 書】

◆ 7904-0625-3 美 実 講 （ 子 書 ）

【参 考 書】

◆ 授業で 示

－ 1 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -1（ ）
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -2（ 会） する性と生殖の

【サブユニット】 -2（ 会） する性と生殖の

【担当者】

　正 （医学教育 ンター）

【教育内容】

　 から、 は性の みによ て生を 、 の ・ 生 を り して た。しかし、20
に ま た 性 、 生殖 により性を り が一 した。さらに、生 科学や

的医療技術を に、 の 様な がもたらした現代の生殖 の様 が し、 の性
と性 に ら や が生じ、 の価 観も 会のあり方も一 では かない状況に入 てい
る。
　 授業を、 のよ な リ の時代 に し たな 点を 、医学生として必要な知 、
、 を 成するた の一 にしたい。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 05月13日 （月） 4 会 1 出す性（ ）の 。 する性。

高まるト ンス ン ーの 知 。
正（医学
教育 ）

選
必 2 05月20日 （月） 4 会 2 験管 ビーの 生 に

よる生殖（ ）医療の と 容。
正（医学
教育 ）

選
必 3 05月27日 （月） 4 会 3 ーン 、デ ー ビー、

生思 か スか。
正（医学
教育 ）

選
必 4 06月03日 （月） 4 会 4 中 を容 する現 法と 法

が 存する日 の法 ップ。
正（医学
教育 ）

選
必 5 06月10日 （月） 4 会 5 リプ ブ・ ルス の

的 と、 性の中 自 定 。
正（医学
教育 ）

選
必 6 06月17日 （月） 4 会 6 でも特 的な日 の 状況。

な ルに中 ルが わると？
正（医学
教育 ）

選
必 7 06月24日 （月） 4 会 7 が りにする 会の と

生。同性 、性 。
正（医学
教育 ）

選
必 8 07月01日 （月） 4 会 8

在 や の に
会が せる 様な性と

生殖 様。

正（医学
教育 ）

選
必 9 07月08日 （月） 4 会 9

と の らしさ が ら 、 性の
担に の し。 と D

の はど わり のか。

正（医学
教育 ）

【評価方法】

レポートを中 に、 時 、出席状況、授業に する態 などで評価する。

【教 科 書】

◆ 、レ （ ン ウト）を ストとし、必要な を配布する。

【参 考 書】

◆ 4-89500-093-1 　 性なる医療 ， 正 ， 野出 ，2006年

－ 2 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -2（ ） の
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -3（ 会）現代の観

【サブユニット】 -3（ 会）現代の観

【担当者】

川　 子（ 会学者）

【教育内容】

　 ウ ルスによる感染症は、 ー ル した を が に 動することで しま
した。 時代といわれる現代の観 現 も な要因です。2020年 予定 た オリン
ッ をはじ 、 日 観 要の 発など、観 は現代 会を考 する 要な 点です。 講義
では、この観 を ー ー に を り り、 た が生 ている現代 会に する理 と 方を考
します。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 05月13日 （月） 4 会 1 授業の 要 び現代 会と観 （

ーリ ）
川（ 会学者）

選
必 2 05月20日 （月） 4 会 2 画 80日 一 （1956年）に

る近代 ー ッ 観
川（ 会学者）

選
必 3 05月27日 （月） 4 会 3 画 80日 一 （1956年）の

川（ 会学者）

選
必 4 06月03日 （月） 4 会 4 画 80日 一 （1956年）に

る ーリ と
川（ 会学者）

選
必 5 06月10日 （月） 4 会 5 画 80日 一 （1956年）に

る ーリ と
川（ 会学者）

選
必 6 06月17日 （月） 4 会 6 ーリ と ー 川（ 会学者）

選
必 7 06月24日 （月） 4 会 7 ーリ と ー 川（ 会学者）

選
必 8 07月01日 （月） 4 会 8 ーリ と ー 川（ 会学者）

選
必 9 07月08日 （月） 4 会 9 まと ーリ と現代 会 川（ 会学者）

【評価方法】

出席状況、授業態 、講義に する 的な参 （授業 の ント） び レポート を総合的に
して評価する。 レポートは必 日の時 に 出すること。

【教 科 書】

◆ なし

【参 考 書】

◆ ーリ 学原 ーリ 学会 委員会 　 信 （2006年）
◆ 観 のまな し ン・ －リ（ ）法 学出 （1995年）
◆ 観 学 　 曜 （1996年）

－ 3 －
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【 考】

現代の観 と現代の観 の講義内容は となります。 のみ、 のみの も 能ですし、 -
の もし は - の も 能です。

－ 4 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -4（医学）研 者た の研 ーマはどのよ に ま たのか 医学 ・伝 の 物や現 研 者から る研 ーマ選 の 実

【サブユニット】 -4（医学）研 者た の研 ーマはどのよ に ま たのか 医学 ・
伝 の 物や現 研 者から る研 ーマ選 の 実

【担当者】

　正 （生理学）　　 川　理樹（ゲ ）　　 川　 成（ 医学総合研 ）

【教育内容】

　一生を て 研 の ーマはどのよ にして まるの か。
　医学 や伝 に る た 、現在 中の研 者の をたどり、あるいは現 の研 者自 が
る研 生を 、研 ーマにたどり いた理由について、科学者の 、時代 、 の 性、
りの との 、研 など 方 から しながら、これから医学研 を るとしたら、ど

な で、ど な と、ど な ーマに り組 でい たら良いのか、 たして ーマを るにあた
ての な はあるのか、この ースで一 に考えてみたいと思います。
　この ースでは、 の 物や 名研 者の伝 、現 研 者との実 の などを して た研
を として選び、研 者がどのよ にして研 ーマを選 して成 を てい たのか考 し、

学生自 が実 に研 ーマを選ぶ にな たと の を ることを します。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 05月13日 （月） 4 医学 1

 51 ニ ール・ ッ マン
が じた リン ・ ン リンの
まれた とD らせ 構造発 の

（生理学）

選
必 2 05月20日 （月） 4 医学 3 が ？ 時計遺伝子 1の

ーニン の必然と 然
（生理学）

選
必 3 05月27日 （月） 4 医学 2

と 疾患の研 - 合 症の原因
研 を選 のは- が る研

者への道
川（ 医学研）

選
必 4 06月03日 （月） 4 医学 4 ヒトゲ を した レ

・ ンターの生い
（生理学）

選
必 5 06月10日 （月） 4 医学 4 研 を る原動 とは？ 、

、 学、 して、研
川（ゲ ）

選
必 6 06月17日 （月） 4 医学 7 医学研 と 業とい 業 にみ

る な 能と限
（生理学）

選
必 7 06月24日 （月） 4 医学 8 しか 研 者から 研 者の道

へ 野 とい 生 方
（生理学）

選
必 8 07月01日 （月） 4 医学 6 研 ーマの選 と ー ル生理医学

賞
川（ゲ ）

選
必 9 07月08日 （月） 4 医学 9

レ リン と2006年 方 定
を た高 と レ リンの
発

（生理学）

【評価方法】

講義参 状況（出席、 、デ ス ッ ン参 ） 50 、レポート 50

【教 科 書】

◆ 特に 定しない

－ 5 －
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【参 考 書】

◆ なかのとおるの生 科学者の伝 を  野 　学研 デ ル
◆ 工 講義 生 を る ーマをいかに選ぶか 　 月　ポプ
◆ ー レデ と れて  らせ 発 と リン ・ ン リンの 実  ブレン ・マ
ッ ス（ 美 ） 学同
◆ リン ・ ン リンと D すまれた ン・ ー 理子 ） 思
◆ ヒトゲ を した レ ・ ンター自伝  レ ・ ンター　 学同
◆ ゲ を 配するものは か　 レ ・ ンターとヒトゲ ン・デ ー
（中村 子 ）日

◆ 日 のトップ ン ー 水信義が ヒト ゲ 計画の と実 水信義　ビ ス
◆ らせ   D  の構造を発 した科学者の  ー ス・D・ ト ン  中村
子  講
◆ 医 の 学  　思 出
◆ と 気  の あとを て  　  出
◆ と 気   日 評
◆ の 　 い リスの 実 い か　講
◆ 気の 　日 の 造性を る い 　
◆ 高 伝 気をな した  　講
◆ い 村 　講
◆  がで た  がる の 中  中正一　
◆ がな 研 をするのか  科医が 20 年の研 の を り ると 川 成　
書
◆ 合 症が の をあ るまで  しい治療法の発 は、一 の研 から生まれた
川 成　 書
◆ 高 の生 レ リン発 の 実  正  野 日
◆ たる に日 を させた 学者・高 の生  繁樹 講
◆ サ 学者、高  時 書
◆ 野 は らない 子 合
◆ 野 と リー・ ー ス 治・ 正 た の 信子 水曜
◆ レンデ と近代医学  、 然、発 の 100 年  モートン・マ ー （
）　中
◆ レンデ ー  思いが ない発 ・発 の マ   ー （ ） 学
同

【 考】

レポートについての は、担当講 が講義中に 示する。

－ 6 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -5（自然科学） 理生物学入門

【サブユニット】 -5（自然科学） 理生物学入門

【担当者】

　 （医学研 ンター）

【教育内容】

　生 現 を 学で理 する 理生物学について学 する。 講義では、特に高 までに 学を
として、生物 にお る 、 と生態を考 する 生態学、 遺伝学、 生態
学などに 点をあてて してい 。
　 講義を して、これまで て た 学が生物学で 要な ールにな ており、 れを用いること
で生 現 をより 理 で るよ になること。 して、 学とい を ことにより、 なる
ス の に思わ 点が現れることなどを し でもらいたい。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 05月13日 （月） 4 （自然科学）1 理生物学入門１ （医学研 ）

選
必 2 05月20日 （月） 4 （自然科学）2 理生物学入門2 （医学研 ）

選
必 3 05月27日 （月） 4 （自然科学）3 理生物学入門3 （医学研 ）

選
必 4 06月03日 （月） 4 （自然科学）4 理生物学入門4 （医学研 ）

選
必 5 06月10日 （月） 4 （自然科学）5 理生物学入門5 （医学研 ）

選
必 6 06月17日 （月） 4 （自然科学）6 理生物学入門6 （医学研 ）

選
必 7 06月24日 （月） 4 （自然科学）7 理生物学入門7 （医学研 ）

選
必 8 07月01日 （月） 4 （自然科学）8 理生物学入門8 （医学研 ）

選
必 9 07月08日 （月） 4 （自然科学）9 理生物学入門9 （医学研 ）

【評価方法】

出席、 出物などによる総合的評価

【教 科 書】

◆ 定なし（ を配布）

【参 考 書】

◆ 理生物学入門 生物 会の ッ スを る （ 出 ）
◆ 村 生態学のた の 理的方法  考えながら学ぶ 生態学 （ 一総合出 ）
◆ 内 生態学入門 で る生物 （ 出 ）
◆ 一 動生態学入門 （ 学出 会）
◆ ン・ ー ス ス 遺伝学 （ 業 書）

－ 7 －
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◆ 関村 ・ 村 （ ） 理 生物学の （ ）

【 考】

　講義の 状況や 講者の理 に応じて内容は適 します。また、講義で 学は高 まで
に 的な内容を ースとして（高 で の知 らいまでは います）、 しい内容や し
い内容を すと には適 します。 野の性 、 が講義中に出て ること自 は られな
いので、 学自 を いではないことが ましいと思います。また、 や生態とい たマ な生
現 を中 に 予定なので、 い たト ッ に がある方の 講も します。

－ 8 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -6（ ） 学入門

【サブユニット】 -6（ ） 学入門

【担当者】

　 （教養教育）

【教育内容】

　 学とは、 科学の知 を参 しながら、伝 的な 学的 を 考するとい みである。
のよ な には、自 、 、知 、自由 、 など、 のものが まれる。 年 は、
学のい つかのト ッ について 観し、現代の 学の の一 を する。

　授業の は、 30 の講義を教員が い、 た時 で参 者 員でのデ ス ッ ンを
とい ものを予定している。 学の内容に れながら、デ ス ッ ンに 的に参 し、

自 の考えたことを にレポートの で表現する、とい ことをこの授業の とする。（なお、授業
の 合いによ ては、い つかのト ッ を し、 りと かもしれない。）

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 05月13日 （月） 4 1

学への ント ン＞
学とは か、自然科学と 学の関

を り りながら考える。現代の
学の り を 観する。

（教養教育）

選
必 2 05月20日 （月） 4 2

と の関 ＞
と がどのよ な関 にあるのかとい
いは、 と れる。
について、代表的な を しなが

ら、 を する。

（教養教育）

選
必 3 05月27日 （月） 4 3

の （１） の定義と の特性＞
は 義的な である。 の

持つさま まな を しながら、
がどのよ な 学的 を生じさせ

るのかを する。

（教養教育）

選
必 4 06月03日 （月） 4 4

の （２） 、 の
＞

を 合する を した
験者の について考 する。

（教養教育）

選
必 5 06月10日 （月） 4 5

と デン ＞
と自 の同一性の関 について考

する。
（教養教育）

選
必 6 06月17日 （月） 4 6

理（１） 総 ＞
科学の が、 理的な にどのよ
な を えるのかを する。

（教養教育）

選
必 7 06月24日 （月） 4 7

理（２） オル ＞
工的に作られた 組 がもたらす
理的な について考 する。

（教養教育）

選
必 8 07月01日 （月） 4 8

み＞
みとは か、 みのどの要 が 理的に
になるのか、 みと の関 に 点

を当てながら考える。

（教養教育）

選
必 9 07月08日 （月） 4 9 まと ＞

の内容を り り、 を 。
（教養教育）

－ 9 －
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【評価方法】

授業中のデ ス ッ ンでの 的発 を評価する。また、 の授業 に 800 の ニレポー
トを す。
点 46 、 ニレポート 54

【教 科 書】

◆ 特に 定しない。

【参 考 書】

◆ 一 でわかる スー ン・ブ ッ モ 、信原 ・ ・ （ 書 ）
　　 と自 の について、物理 義的な から されている。
◆ 自然 義入門 原 （ 書 ）
　　 の 学者が とする、自然 義とい について がなされている。
◆ 科学リ ー 信原 ・原 ・ 実 （ 書 ）
　　 科学の知 をど し、 用してい なのかを考えるた の 。
◆ ー マップ の 学 信原 （ 曜 ）
　　 の 学について、 とに してある。
◆ D ン・サール 、 ・ 川 （ ま学 ）
　　 の 学の入門書の１つ。
◆ 　 の教 出
レポートを書 に参考になる。

の 、 時 します。

－ 10 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -7（ ） 治 学入門

【サブユニット】 -7（ ） 治 学入門

【担当者】

　 （ 治 学研 者）

【教育内容】

　 講義は、 治 学とはな であるのか、 の ー をみなさ にも てもら ことを 的にしま
す。あ までも 治 学への 入り の講義で、 の 門知 は必要としませ 。 た が す
る現代 会の 点について、 治 学の はど 考えるのか、一 に考えてい まし 。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 05月13日 （月） 4 （ ）1

ント ン  みなさ が 治
学について考える 方と、 治 学の
名な 生た の考え方を てみま
す。 がある 講生は、 え 、
の 、生殖医療、とい た につい
て に てみて さい。

（ 治 学研
者）

選
必 2 05月20日 （月） 4 （ ）2

道 1 義  これから3 で、
治 学の 名な3つの について、で
る に してい ます。
は 義です。あなたは、 会やあ
なた自 は な 福を す
と思いますか？

（ 治 学研
者）

選
必 3 05月27日 （月） 4 （ ）3

道 2 義  は、義 とい
を います。あなたは、 を持
たある が、 の 中に入り
ら、 の の子 を してでも を
まえた方が良いと思いますか？

（ 治 学研
者）

選
必 4 06月03日 （月） 4 （ ）4

道 3 理  は、 理とい
を います。 かが し でいま

す。あなたは、 福の計 や 義
ではな 、自然と手を し るのが
と思いますか？

（ 治 学研
者）

選
必 5 06月10日 （月） 4 （ ）5

医療1 工 中  これから3 で、
医療（生 ） 理を います。 工
中 は にい ないことでし
か？ど な時なら されるでし
か？

（ 治 学研
者）

選
必 6 06月17日 （月） 4 （ ）6

医療2 医療 者患者関  医療
者は、 ンとわか た患者に 知をしな
てもよいのでし か 患者が 生
方を してよいのでし か？

（ 治 学研
者）

選
必 7 06月24日 （月） 4 （ ）7

医療3 医療 の配 と 会 の理
由 限られた医療 はどのよ に配
される なのでし か？ も も、
会 はど して必要で（必要でな
）、ど して のた の が され
る（ されない）のでし か。

（ 治 学研
者）

－ 11 －
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月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 8 07月01日 （月） 4 （ ）8

の  の について考え
てみます。あなたは リ の に
し に をしますか？ をす
と思いますか？ ー ル 賞

を 賞した医 ウ ゲの えもみ
て してみまし 。

（ 治 学研
者）

選
必 9 07月08日 （月） 4 （ ）9

スト  授業で した 的
知 を し、またみなさ が考えたこ
とを してもらいます。

（ 治 学研
者）

【評価方法】

　出席点、授業にお る発 ント ー 、授業中に ストで評価します。発 ・
ント ー では、 の内容ではな 、 理的に を られているかを評価します。 ストでは
関 する について 理的な がで ているかを評価します。

【教 科 書】

　特に 定しませ が、 のものが みやすいもので、関 のある方は でみて さい。
◆ 道 川 ・ 美 ・ 2014 法 学 。
◆ 医療 理 子 2011 はじ て学ぶ生 理 まプリマー 書。
◆ の 2015 の 理学 書。

【参 考 書】

　 は、さらに を たい方にお します。
◆ 川 ・ 2012 現代 治理
◆ ープ、トニー 2007 医療 理 書
◆ 2012 正義 選書

【 考】

し 、でも に現代 会の 点について考えてみたいとい 方の参 をお します。

－ 12 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -8（ 会）スポー

【サブユニット】 -8（ 会）スポー

【担当者】

村　 （スポー ンサルタント）

【教育内容】

　スポー 会学や 関 学などの学術的 点を まえつつ、 技の ール ップ の
ント、 会や 合の レビ中 、 代表や ブ ー の などの、 を する。ス

ポー を として 合的に考 する 点を養い、するスポー と るスポー をより し こと
を 的とする。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 05月13日 （月） 4 会 1 スポー の

村（スポー
ンサルタント）

選
必 2 05月20日 （月） 4 会 2 スポー の マ リ

村（スポー
ンサルタント）

選
必 3 05月27日 （月） 4 会 3 とスポー

村（スポー
ンサルタント）

選
必 4 06月03日 （月） 4 会 4 スポー 選手の 動

村（スポー
ンサルタント）

選
必 5 06月10日 （月） 4 会 5 スポー 中

村（スポー
ンサルタント）

選
必 6 06月17日 （月） 4 会 6 スポー と ー

村（スポー
ンサルタント）

選
必 7 06月24日 （月） 4 会 7 スポー ー のマ ント

村（スポー
ンサルタント）

選
必 8 07月01日 （月） 4 会 8 スポー ーオール

村（スポー
ンサルタント）

選
必 9 07月08日 （月） 4 会 9 マ ースポー の現状

村（スポー
ンサルタント）

【評価方法】

出席状況、授業態 、レポート を総合的に して評価する。

【教 科 書】

◆ 特になし。

【参 考 書】

◆ 時 。

－ 13 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -9（自然科学）実験からデータ 、発表まで

【サブユニット】 -9（自然科学）実験からデータ 、発表まで

【担当者】

村 　 （教養教育）

【教育内容】

　科学実験では、 実験を 、 の を し理 する、 の内容を発表し の にも理 し
てもら 、とい つの なる作業を ットとして ことが である。 授業ではこれらの作業を
で ことで科学実験に 限必要なことを する。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 05月13日 （月） 4 科学 1 実験プ ト ルの 村 （教養教育）

選
必 2 05月20日 （月） 4 科学 2 実験プ ト ルの 村 （教養教育）

選
必 3 05月27日 （月） 4 科学 3 タン の 製 村 （教養教育）

選
必 4 06月03日 （月） 4 科学 4 タン 定 の 定 村 （教養教育）

選
必 5 06月10日 （月） 4 科学 5 を用いた実験 の 1 村 （教養教育）

選
必 6 06月17日 （月） 4 科学 6 を用いた実験 の 2 村 （教養教育）

選
必 7 06月24日 （月） 4 科学 7 を用いた発表 の作

成１
村 （教養教育）

選
必 8 07月01日 （月） 4 科学 8 を用いた発表 の作

成2 村 （教養教育）

選
必 9 07月08日 （月） 4 科学 9 発表 村 （教養教育）

【評価方法】

出席および授業中の

【教 科 書】

◆ プリント配布

【参 考 書】

◆ 特に定 ない

【 考】

、  を用いる授業では ンを持参すること。

－ 14 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -10（自然科学）教養の生物学

【サブユニット】 -10（自然科学）教養の生物学

【担当者】

　 （ ッ ン ンター）

【教育内容】

　高 生物 と 生物 の教科書を教 に用いて、中学理科レ ルの 生物 から教養教育必
科 生物学 1 への を し、 に 生態学 を中 とした講義を 。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選 必 1 05月13日 （月） 4 自然科学 1 生物学とは か （ ッ ン ）
選 必 2 05月20日 （月） 4 自然科学 2 生態学 （ ッ ン ）
選 必 3 05月27日 （月） 4 自然科学 3 生態 の ッ （ ッ ン ）
選 必 4 06月03日 （月） 4 自然科学 4 生態的 （ ッ ン ）
選 必 5 06月10日 （月） 4 自然科学 5 生 者 （ ッ ン ）
選 必 6 06月17日 （月） 4 自然科学 6 者 （ ッ ン ）
選 必 7 06月24日 （月） 4 自然科学 7 者 （ ッ ン ）
選 必 8 07月01日 （月） 4 自然科学 8 と ル ーの （ ッ ン ）
選 必 9 07月08日 （月） 4 自然科学 9 （ ッ ン ）

【評価方法】

レポートならびに出席状況などで総合的に評価する。

【教 科 書】

◆ 高 学 教科書 生物 、 生物 （ 講生は特に用 しな ともよい）

【参 考 書】

◆ 講義のなかで する。

【 考】

高 で 生物 も 生物 も していない を に講義する。

－ 15 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -11（ 会）学 て ？病 て ？

【サブユニット】 -11（ 会）学 て ？病 て ？

【担当者】

　 美（教養教育）

【教育内容】

　学 は もが一 は 施 であり、病 はみなさ が ことになる現 です。実は、学 に
も病 にも、様 な や工 があり、当たり にな ていて も持たないよ なこと（ え
、 教 に入 たら 子に る など）が、 た の 動や考え方に な を えています。
　授業では、 会学的な考え方を手 かりにしながら、ま は学 を として、このよ な施 につ
いてどのよ に考えてい いいのか、どのよ に いを てれ いのかを学びます。 にこれを病
に応用し、病 についてい い な から考えます。これらを じて、 医療現 で と に、
にとらわれ 物 の を で るよ になる を養います。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 05月13日 （月） 4 （ 会）1 ント 会学 てど なの？ （教養教育）

選
必 2 05月20日 （月） 4 （ 会）2 学 てな ？ （教養教育）

選
必 3 05月27日 （月） 4 （ 会）3 験 の （教養教育）

選
必 4 06月03日 （月） 4 （ 会）4 はな あるの？ （教養教育）

選
必 5 06月10日 （月） 4 （ 会）5 教科書 療 て ？ （教養教育）

選
必 6 06月17日 （月） 4 （ 会）6 れた リ 治療 （教養教育）

選
必 7 06月24日 （月） 4 （ 会）7 生の （教養教育）

選
必 8 07月01日 （月） 4 （ 会）8 生 患者 の （教養教育）

選
必 9 07月08日 （月） 4 （ 会）9 まと 病 てな ？ （教養教育）

【評価方法】

出席状況、授業での の り組み状況を総合的に評価する。

【教 科 書】

◆ なし。適 プリントを配布する。

【参 考 書】

◆ 学 て （ ま 、2005 年）

－ 16 －
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良医への道１，２ ＞ -11（ ）学

- 32 -



医学部１，２年良医への道１，２＞ -1（ 会）教養としての と 治

【サブユニット】 -1（ 会）教養としての と 治

【担当者】

　 美（ 評 ）

【教育内容】

　現代 会は、１ の 業 から ま たとされている。しかし、 れよりも２ 年 の１
には、 教 、ル ッサンス、 時代、 動 の発 とい た 的出 が こ ている。
ー ッ でな 、 ス会の ン ス ・ ビ ルが日 に布教に て、 信 をはじ
名に な を えた。 れを機に、 正 年 が ーマ教 への を て ー ッ

に することになる。現代の ー ル のもとをたど てい ことによ て、 と 治につい
ての教養を る。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選必1 05月13日 （月） 5 会学 1 タ トスとしての近代 （ 評 ）
選必2 05月20日 （月） 5 会学 2 16 の （ 評 ）
選必3 05月27日 （月） 5 会学 3 教 と ス （ 評 ）
選必4 06月03日 （月） 5 会学 4 ル ッサンスの思 た （ 評 ）
選必5 06月10日 （月） 5 会学 5 時代 （ 評 ）
選必6 06月17日 （月） 5 会学 6 動 の発 （ 評 ）
選必7 06月24日 （月） 5 会学 7 正 年 （ 評 ）
選必8 07月01日 （月） 5 会学 8 信 の野 （ 評 ）
選必9 07月08日 （月） 5 会学 9 の （ 評 ）

【評価方法】

出席点， 作成点評価

【教 科 書】

◆ 4-480-06204-1， 美 の 治学 （ ）

【参 考 書】

◆ 授業で 示

－ 1 －

医学部１，２年
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -2（ 会） 感的 学

【サブユニット】 -2（ 会） 感的 学

【担当者】

　正 （医学教育 ンター）

【教育内容】

　 を守る観点からも、 の 要性が れている。 ・ の を 限に え、
生物 様性を育 と、 に しい 業との 存は 能か。
　 から 、 道 の までオ ニ の 然 と の現 を いた 験を えなが
ら、 と 生する の さ、 としての の価 、自然生態 の 義、 の の 発
と自然 の ンスなどを かす。日 内の様 な 野についても知 てもら 。自ら た

を ながら、自然が授 て れる リーン ーの をす い り、 と との 生のまな
しを育 で しい。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必1 05月13日 （月） 5 会 1 い と生 の 。 を りな
がら生 物と 存する の生 。

正（医学
教育 ）

選必2 05月20日 （月） 5 会 2
に される 2

としての 。 業に 。
正（医学
教育 ）

選必3 05月27日 （月） 5 会 3
一樹 一 の 業 から、
的要 を びた 樹 への 換に
よる な 工 の 能性。

正（医学
教育 ）

選必4 06月03日 （月） 5 会 4
オースト リ の自然 生・ 業

。 部、 部、 部、タ
スマニ 、 ン ルー 。

正（医学
教育 ）

選必5 06月10日 （月） 5 会 5
ニ ー ー ン の 然 の過
と現在の 的 。 に
じる ウリに手を合わせ

正（医学
教育 ）

選必6 06月17日 （月） 5 会 6 プ ニ ー ニ の に せら
れて オープン の 業と。

正（医学
教育 ）

選必7 06月24日 （月） 5 会 7
モン の 然 と 発の
ンス。 い ン ン に

の 。

正（医学
教育 ）

選必8 07月01日 （月） 5 会 8
ーリ と自然 の

知による生態 の 持。観 業と
の は 能か。

正（医学
教育 ）

選必9 07月08日 （月） 5 会 9

・ 表 のマン ーブ 、
・ の 樹 など。関 の
な など日 の かな 生態
を。

正（医学
教育 ）

【評価方法】

レポートを に、出席状況と授業中の態 などを し、評価する。

－ 2 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -2（ ） 学
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【教 科 書】

◆ 、レ （ ン ウト）と、必要な を配布する。ス （ ーポ ント）を
た授業も か予定。

【 考】

授業 内の 日、 講生から の参 を て、 の 野を 、 験する 授業
も考 。

－ 3 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -3（ ） 学 をつ る 手法と 学実

【サブユニット】 -3（ ） 学 をつ る 手法と 学実

【担当者】

　 （ 治 学研 者）

【教育内容】

する、とい ことは、 一 に られるのみなら 、医療に わる にと ては、
業の中で 欠の部 でし 。しかし へ 手 をもつ方も いら し るかと思います。
こでこの講義では、 学 のをかた ることを として、みなさ に を実 していた
、 れていた たいと思います。 学 とは、 がある ーマについて 学的に し合 てい
を います。 こでは、みなさ が てこなか た 自 のことがら を い、考えてい こ

とが されます。 で、 り の技法に し、 学 をつ ることへ か てい まし
。担当教員は、 の技法を するとともに、 学 の リ ーター として、

の か を したり、 を 理したりしてい ます。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必1 05月13日 （月） 5 （ ）1 についての ント ン
（ 治 学
研 者）

選必2 05月20日 （月） 5 （ ）2 応 と、5 1 の い
（ 治 学
研 者）

選必3 05月27日 （月） 5 （ ）3 ニ ー ンと、 しい
いの技法

（ 治 学
研 者）

選必4 06月03日 （月） 5 （ ）4 い作りの ー ップ オープン
ー への 入

（ 治 学
研 者）

選必5 06月10日 （月） 5 （ ）5 オープン ー をや てみる。
（ 治 学
研 者）

選必6 06月17日 （月） 5 （ ）6 学 をや てみる。
（ 治 学
研 者）

選必7 06月24日 （月） 5 （ ）7 をもとに考える をもとに考
える とは か。

（ 治 学
研 者）

選必8 07月01日 （月） 5 （ ）8 応 （ ）と、 ながら考
える 学 をや てみる（ ）。

（ 治 学
研 者）

選必9 07月08日 （月） 5 （ ）9
自由に し し 良いお医者さ
てど な ？ から てみまし
。

（ 治 学
研 者）

【評価方法】

出席点によ て評価します。また、 、授業の わりに、ど なことを考え感じたか、あるいはど
なことが考えられなか たかを した ー を 出していた ます。 の ー について、 内容で
はな 理的な にな ているか、で評価します。

【教 科 書】

◆ 教科書はありませ 。担当教員が ン ウト レ を配布します。

－ 4 －
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【参 考 書】

　 学 とは かを知りたい は、 え を でみて さい。
◆ 2018 考えるとはど い ことか 0 から 100 までの 学入門 書。
◆ 、 一 2014 学 のつ りかた 学出 会。
◆ 2019 らの を作りかえる 学の授業 書。

【 考】

の 者 動的な 手 ではな 、良い と作りたいとお考えになる方 の参 を し
ます。

－ 5 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -4（医学） 良 のた の 医学入門

【サブユニット】 -4（医学） 良 のた の 医学入門

【担当者】

守 　 （ ）

【教育内容】

　 医学は い と伝 に えられこれまで を して ています。現代 は なストレス
などで病気とまではいかないまでも 良、 い症状に まされることが いといわれています。病
気ではない れど ともいえない 状態を するのは 医学の とするとこ です 。 実
、 医学は 、 性特 の気になる症状の 、生 病などに れた治療手段が用 さ

れています。ここでは 医学の 知 を な用 を 能な限り て します。さらに 日の
管理に 用で るよ な 方 をい つか選 で し、 圧のた の の つ 方、 し方を

実 することで を ます。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選必1 05月13日 （月） 5 （医学）1 医学との い、治療法の 守 （ ）

選必2 05月20日 （月） 5 （医学）2 ， 実 、 のとらえ
方

守 （ ）

選必3 05月27日 （月） 5 （医学）3 、 まい 守 （ ）
選必4 06月03日 （月） 5 （医学）4 こり、せ 守 （ ）
選必5 06月10日 （月） 5 （医学）5 症、 のか み 守 （ ）
選必6 06月17日 （月） 5 （医学）6 もたれ、 、 守 （ ）
選必7 06月24日 （月） 5 （医学）7 つ が い、 え性 守 （ ）
選必8 07月01日 （月） 5 （医学）8 ップ、ストレス 守 （ ）
選必9 07月08日 （月） 5 （医学）9 、発表会 守 （ ）

【評価方法】

出席状況・学 態 ・レポートで総合評価

【教 科 書】

◆ 特に定 ない。プリント配布。

【参 考 書】

◆ 当に 日から える 方 日 入門 ース、　 正 、 医学出

－ 6 －

医学部１，２年
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -5（自然科学） 代 とデータ

【サブユニット】 -5（自然科学） 代 とデータ

【担当者】

　 （教養教育）

【教育内容】

　 代 の を学ぶと同時にデータ の 野での応用を する。応用 として、 関 、
成 、 方 を考えている。なお、2023年 に た 代 と の 学 と
する もあるが、 がある学生は 講してよい。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選必1 05月13日 （月） 5 自然科学 1 トル （１） （教養教育）
選必2 05月20日 （月） 5 自然科学 2 トル （２） （教養教育）
選必3 05月27日 （月） 5 自然科学 3 （１）定義と 、 （教養教育）
選必4 06月03日 （月） 5 自然科学 4 （２） （教養教育）
選必5 06月10日 （月） 5 自然科学 5 （ ） と トル （教養教育）
選必6 06月17日 （月） 5 自然科学 6 （ ） の （教養教育）
選必7 06月24日 （月） 5 自然科学 7 成 （１） （教養教育）
選必8 07月01日 （月） 5 自然科学 8 成 （２） （教養教育）
選必9 07月08日 （月） 5 自然科学 9 方 （教養教育）

【評価方法】

出席と授業中の ストで評価する。出席を する。

【教 科 書】

◆ 学 物理を学び し た に
ルが、 881791

から ウン ー で るので、タブレットや に ウン ー して持 て ること。

－ 7 －

医学部１，２年
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -6（） 術リ ー入門

【サブユニット】 -6（ ） 術リ ー入門

【担当者】

　 （教養教育）

【教育内容】

　 講義では、 様 な 術 サブ ル ーの作 に れながら、参 者の 関 の を て
もら ことを とする。また、 した作 についての れた 評を り、学生同 の感 を
したりすることを じて、自 の 観的な感 をいかにして にし、 者に伝えるかを学ぶ。

講義を か に、参 者には作 を考えながら わ とい 知的 みの しさを知 て しい。
　 年 は 年 に 、 に 術にお る に 点を て授業を 。たとえ 近年は デ

ッ ス展 と れる ン ン のビ スモデルが しているが、 術の において、
ンルの は な ーマの１つであ た。 年 の講義では、 様な 術にお る と、 こに
られた について 考えてい 。また、 講義では学 に 出したレポートは 子の

にして 表することとする。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必1 05月13日 （月） 5 1
書 に することとは か？ に
る 性（中川 の はどこがす い
のか？）

（教養教育）

選必2 05月20日 （月） 5 2
物の美 しい 方（マン 、
た は 術 、 の 、
つ ）

（教養教育）

選必3 05月27日 （月） 5 3 物の美 しい 方２（ 画・学生
ッ ）

（教養教育）

選必4 06月03日 （月） 5 4 合評会（ 物を美 し 表現する） （教養教育）
選必5 06月10日 （月） 5 5 ループ ー 術 てな ？ （教養教育）
選必6 06月17日 （月） 5 6 術の （教養教育）

選必7 06月24日 （月） 5 7 の まし （ 表現の の 方
を学ぶ）

（教養教育）

選必8 07月01日 （月） 5 8
にお る （リストから とつ作
を選び、 とい 観点から作 を鑑
賞する）

（教養教育）

選必9 07月08日 （月） 5 9 総合 （ にみた について、原
作と の観点から ）

（教養教育）

【評価方法】

　出席時の参 態  36  と の  74  による。
　なお、参 者は 一 の講義時に自 の のある 術 サブ ル ーの作 について、 つか
する の をしてお こと。

【教 科 書】

◆ なし。授業で用いるプリントは適 配布する。

－ 8 －
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【参 考 書】

◆ なし。

【 考】

　作 を わい、 れと関わりのある を ・書 とい のは知的な しさのある作業 と思いま
す。い い なものに を てい たいとい 気持 あれ 、現時点での や関 の は気
にしな て 構です。

－ 9 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -7（医学） となる感染症と の

【サブユニット】 -7（医学） となる感染症と の

【担当者】

　 （医学研 ンター）　　石 　 （ 感染症研 ）

【教育内容】

　感染症の予 には である 病原 について知 を ることが 要である。
　また、病原 に する に わ た 機構を理 すること、 ンの 、予 法を する
ことを としている。
2019 年に発生した ウ ルス（ - -2）は、 を り し、オ ン に
に の に 合しやす なり、感染者が し、2023 年 5月には ン ル ン と同様の感染症法
5 いとな た。病 内でもマス 用しな ても良いのか？ ン ル ン ウ ルスと -2
との い、現在までの知 を に - -2 の特 を まえて、 で考え、適 な 応をするよ に
したい。
　 に 気（ ）感染、 感染、性感染症、および 感染を こす病原 について知 を 、
予 法を 実に する。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選必1 05月13日 （月） 5 医学 1 -2と ン ル ン ウ ルス （医学研 ）

選必2 05月20日 （月） 5 医学 2 感染に する に わ ている
機構

（医学研 ）

選必3 05月27日 （月） 5 医学 3 気感染、 ル感染、および
感染を こす病原

（医学研 ）

選必4 06月03日 （月） 5 医学 4 ンプ では
などが する病原

（医学研 ）

選必5 06月10日 （月） 5 医学 5
一 された感染症 然
このウ ルスは や オ の ー
ル？

（医学研 ）

選必6 06月17日 （月） 5 医学 6 性感染症を こす病原 症状がでに
い病原 と み で かる病原

（医学研 ）

選必7 06月24日 （月） 5 医学 7 性感染症を こす病原 が を こす
、 が れると な 、

（医学研 ）

選必8 07月01日 （月） 5 医学 8 中 、 の生 で 発し
ている 中 、 入 で こる 中

（医学研 ）

選必9 07月08日 （月） 5 医学 9 中 で 発、 ウ
ルス、 物で が こる 、

（医学研 ）

【評価方法】

9 の講義の中で特に に た講義内容 1 マについてレポートを 出する。

【教 科 書】

◆ 特に し

【参 考 書】

◆ 特に し

－ 10 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -8（生 理）医療の 生を る 理

【サブユニット】 -8（生 理）医療の 生を る 理

【担当者】

　 一（  が サポート ニ ー）

【教育内容】

　 の生 が医療においていかに われる かを科学的な とともに、生 の価 観の から
え、医療の 生を る 理 について自ら考える機会を 、 に生じるであ 医療の 生
を る 理 への り組み方の一 としたい。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必1 05月13日 （月） 5 （ 理学）1 との生 はいつから まるか？
（が サポ

ート）

選必2 05月20日 （月） 5 （ 理学）2 こどもを 、 まないは が る
か？

（が サポ
ート）

選必3 05月27日 （月） 5 （ 理学）3 代理 （代理出 ）は されるか？
（が サポ

ート）

選必4 06月03日 （月） 5 （ 理学）4 が なら 工 中 してよい
か？

（が サポ
ート）

選必5 06月10日 （月） 5 （ 理学）5 を て   をど
考えるか？

（が サポ
ート）

選必6 06月17日 （月） 5 （ 理学）6 を て   D  
D をど 考えるか？

（が サポ
ート）

選必7 06月24日 （月） 5 （ 理学）7 とはいつ か？
（が サポ

ート）

選必8 07月01日 （月） 5 （ 理学）8 、 なせる義 はあるか？
（が サポ

ート）

選必9 07月08日 （月） 5 （ 理学）9 遺伝子で との は まるか？
（が サポ

ート）

【評価方法】

出席とレポートで評価する。（レポート 出が ）

【参 考 書】

◆ 関 医学 学・ 理学会 【 】医療 理 出 ，2013

－ 11 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -9（ 動・ ） 動学１

【サブユニット】 -9（ 動・ ） 動学１

【担当者】

　 美子（ 科）　　中村　 （ 工 学名 教授）

【教育内容】

　 動学は 様な原因、機能、発 、 を ることにより、 知 理など な 機能に を
る 動を理 しよ とする学 で、 医学の の となる の の一つを いて

た。ヒトと し現存の動物 動の学 的定 的研 から 動を 的に考える を養 。 動学
の 的な考え方、現代や に した 学 との 性を知る。い つかの 的な 動動画
などを として、内的機能を み た の 知 を る。一つの （ 動）に して 的なと
らえ方があることや、 動の 定要因が 子・ ・ ・ ・ と 的な なるレ ルで され
ていることを理 する。 は生物 を え に 動を 定する要 を てみる。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必1 05月13日 （月） 5 （ 動・ ）
1 動学（１） （ 科）

選必2 05月20日 （月） 5 （ 動・ ）
2

の4つの ＞
近要因、発 要因、 要因、
発生要因についての考

中村（ 工 ）

選必3 05月27日 （月） 5 （ 動・ ）
3

感 と 動＞
感 による 入 から 動出
に る生物 ス を考える

中村（ 工 ）

選必4 06月03日 （月） 5 （ 動・ ）
4

思＞
思と 思 定と 動

（ 科）

選必5 06月10日 （月） 5 （ 動・ ）
5

動＞
動と生理から考 する 動

（ 科）

選必6 06月17日 （月） 5 （ 動・ ）
6

血 と 適応 ＞
動物やヒトにみられる 的 動、
会性 動の 的 を理 す
る

中村（ 工 ）

選必7 06月24日 （月） 5 （ 動・ ）
7

生 と ＞
生 と の 作用、 の 過
が 発

（ 科）

選必8 07月01日 （月） 5 （ 動・ ）
8

＞
と発生と 動を発生遺伝子か

ら -D 学として理 する

中村（ 工 ）
（ 科）

選必9 07月08日 （月） 5 （ 動・ ）
9 験

中村（ 工 ）
（ 科）

【評価方法】

レポート、および、授業の中で自らの関 に 発表 を 。

【教 科 書】

◆ 特になし。

－ 12 －
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【参 考 書】

授業内で を する。
◆ 川 理子， 生 物を る つの な ， 書，2002，4-08-720168-6
◆ 正一 はな のか 　 書、1994  4-00-430338-9
◆ リデ 、 動物 ニ ー ン 、1998
◆  ンデル 、 科学 2014
◆ ， の 知科学 ， ル 書 ，2000，4-623-03179-9
◆ 中村 、 感 の 科学 、 書  2014  978-4-86459-179-9

－ 13 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -10（データサ ンス）プ ン 入門

【サブユニット】 -10（データサ ンス） プ ン 入門

【担当者】

　 （ 技術 ンター）　　高 　美 （医学教育 ンター）　　 　実 （
技術 ンター）

【教育内容】

は、1987年に リー ウ ール により 発された 用的なプ ン である。 の
プ ン を して、 ル リ の理 、 ストデータ 理、 方 性ウ ブ ー 作成

を 験する。これらを じて、病 ス の となる ット ー を用いた 換、ならびにデ
ータサ ンスの を学ぶ。 講にあたり， ン ータ， ット ー およびプ ン につ
いての知 は としない。た し， のた や てみよ とい 的な は必 とす
る。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必1 05月13日 （月） 5 （データサ
ンス）1 の と 法

（ ンター）
高 美 （医学教育 ）
（ ンター）

選必2 05月20日 （月） 5 （データサ
ンス）2

的な プ の作
成1

（ ンター）
高 美 （医学教育 ）
（ ンター）

選必3 05月27日 （月） 5 （データサ
ンス）3

的な プ の作
成2

（ ンター）
高 美 （医学教育 ）
（ ンター）

選必4 06月03日 （月） 5 （データサ
ンス）4 ル リ の考え方1

（ ンター）
高 美 （医学教育 ）
（ ンター）

選必5 06月10日 （月） 5 （データサ
ンス）5 ル リ の考え方2

（ ンター）
高 美 （医学教育 ）
（ ンター）

選必6 06月17日 （月） 5 （データサ
ンス）6

によるウ ブ ー の作
成

（ ンター）
高 美 （医学教育 ）
（ ンター）

選必7 06月24日 （月） 5 （データサ
ンス）7

とウ ブ ー の関
（ ）

（ ンター）
高 美 （医学教育 ）
（ ンター）

選必8 07月01日 （月） 5 （データサ
ンス）8

を組み合わせた 的な
ウ ブ ー の作成

（ ンター）
高 美 （医学教育 ）
（ ンター）

選必9 07月08日 （月） 5 （データサ
ンス）9 作成したウ ブ ー の

（ ンター）
高 美 （医学教育 ）
（ ンター）

【評価方法】

評価は，出席状況と授業への 性を し，これにプ ン の作成状況を して 。

－ 14 －
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【教 科 書】

◆ 教科書は特に わ ，必要な は 時配 する。

－ 15 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -11（ ） ブス ー ーの研 者と一 に学ぶ 1

【サブユニット】 -11（ ） ブス ー ーの研 者と一 に学ぶ
1

【担当者】

中 　 子（生理学）　　  （ ・ 医療研 ンター）　　 村　 由美（
学・ 合 医科学研 機構）　　 　 （ 学）　　 　 （ 学）

【教育内容】

　 を用いた ニ ー ンは、医学・科学に関わる者にと て や必 の ールです。しかし、
高 までに学 で た の は、 に部 的な 、 まり た 作 まりでとても実
的なものとは えませ 。
　 こで、この  サブユニットでは、 科学の観点から 法を 的 に
す からスタートします。 的には 科学的に されたす ての に生 わ ている
法 を び こすことが ですので、 しいと思 教 を つ て 、で る限り自然な 方
法で を学 でいた こ と思います。 サブユニットからは、 さ に を持 ていた るよ
に、科学・医学研 や に関する を します。つまり、 に を 学 として す

るのではな 、 の科学・医学の講義を に、同時に実 的な も学 でしま とい 一石
で りなプ にな ています。 的には、 さ に生の  を、 いて
リスニン 、理 して、 える ス ー ン 、デ ス ッ ン、プレ ン ー ン よ にな
てもら た 、 ・ 医療研 ンター、 学、 学 ゲ ・ 生医療 ンタ ー
から ブな、あるいは、 で研 されている研 者の 生方に て 、講義を 、
一 に をしながら し  を学 で ます。
　  1 の は、 に れていた た に、日 あるいは の をつ た
動画教 を して内容について し合 ことから 、医学研 者の 生と スタ ルも て

りあ たり、 し 学 でい まし

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必1 05月13日 （月） 5 （ ）1 　 の講 会を してみよ
中 （生理学）

選必2 05月20日 （月） 5 （ ）2 科学者が教える 法
 

中 （生理学）
（

学）

選必3 05月27日 （月） 5 （ ）3
生医療の研 者から医学部の学生の
参 で 成した医学研 の を
り合

（
）

中 （生理学）

選必4 06月03日 （月） 5 （ ）4 リ の 生理学の講義を いて
みよ

中 （生理学）

選必5 06月10日 （月） 5 （ ）5 ブの研 者から医学研
の を り合  学

村（
学）

中 （生理学）

選必6 06月17日 （月） 5 （ ）6 ブの研 者から医学研
の を り合  学

 
（ ）

中 （生理学）

選必7 06月24日 （月） 5 （ ）7 科学者が教える 法
 

中 （生理学）
（

学）

－ 16 －
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月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必8 07月01日 （月） 5 （ ）8 ブの研 者から医学研
の を り合  （ 学）

 
（ ）

中 （生理学）

選必9 07月08日 （月） 5 （ ）9 ブの研 者から医学研
の を り合  学

 
（ ）

中 （生理学）

【評価方法】

講義中の 自の参 を出席点と合わせて評価する。

【教 科 書】

◆ の医学・科学の研 を するニ ースや動画を理 するた の を 配布しますので
教科書は特になし。

【参 考 書】

◆ ス ーと 科学、 、 ンター ル
◆ しないで につ 科学による画 的 ッ 、 、 研

【 考】

での生 などを 験していない の会 やリスニン に関しては 者 が、生の を
に れて、 いこなしたいとい のある学生を とする。

－ 17 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-1（ 動・ ） ンプ （ ）ゲー 験、実 です に つ ニ ー ン講

【サブユニット】 D-1（ 動・ ） ンプ （ ）ゲー 験、実 です に つ
ニ ー ン講

【担当者】

　 生美（ 会 ンプ ン代表 ）　　 　 代（ 会 ンプ ン
ニ トレー ー）

【教育内容】

　 を中 に、 中で われている ンプ （ ） の手法を り入れた ー ップ。も
ともと の表現 トレーニン として生まれたが、現代では、医療・学 から 手 業・ ・
など 用されている。
　 講 では、医 として、患者の気持 を 理 する や、また、 内での同 との な
思 を られる を え、 ニ ー ンの しさを学ぶ中から、より かな ニ
ー ンをとる にど してい かを自ら つ てい 。また、す に つ内容なので、現在の
関 への 、学 生 へのより な か にもつながる。この 合わせな で 者

と関わる 験は、 を り、 を つ る 的な となる か を ることがで る。
　講 を じて、 的に 者に関わり、 応する ニ ー ン を 、 会で必要な
的思考 、 自 表現 を養 と に、 者とモ を 造する びを わ ことで、 知への
ポ ブな関わりを学ぶ。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 09月09日 （月） 4 5 動・ 1 お いを理 し、 合

（ 会 ンプ
ン代表 ）

（ 会 ンプ
ン ニ ト）

選
必 2 10月07日 （月） 4 5 動・ 2 な 、思考

（ 会 ンプ
ン代表 ）

（ 会 ンプ
ン ニ ト）

選
必 3 10月21日 （月） 4 5 動・ 3 を し、伝える

（ 会 ンプ
ン代表 ）

（ 会 ンプ
ン ニ ト）

選
必 4 10月28日 （月） 4 5 動・ 4 ン から ンスへの 換

（ 会 ンプ
ン代表 ）

（ 会 ンプ
ン ニ ト）

選
必 5 11月25日 （月） 4 5 動・ 5 者への 的な関わり方

（ 会 ンプ
ン代表 ）

（ 会 ンプ
ン ニ ト）

選
必 6 12月02日 （月） 4 5 動・ 6 手の 思を 出す会

（ 会 ンプ
ン代表 ）

（ 会 ンプ
ン ニ ト）

－ 1 －
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月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 7 12月09日 （月） 4 5 動・ 7 中 と 者への観

（ 会 ンプ
ン代表 ）

（ 会 ンプ
ン ニ ト）

選
必 8 12月16日 （月） 4 5 動・ 8 様 な から物 を える発

（ 会 ンプ
ン代表 ）

（ 会 ンプ
ン ニ ト）

選
必 9 12月23日 （月） 4 5 動・ 9 を つ る 的な表現

（ 会 ンプ
ン代表 ）

（ 会 ンプ
ン ニ ト）

【評価方法】

出席状況と 態 、 なレポートにより、総合評価

【教 科 書】

◆ なし

【参 考 書】

◆ ンプ であなたも に い になれる 生美・ 　 レスト出
◆ 適 、プリント配布。

【 考】

動 やすい

－ 2 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-2（ 動・ ）モ ー ンと ニ ー ン

【サブユニット】 D-2（ 動・ ）モ ー ンと ニ ー ン

【担当者】

　かおる（ ー講 ）

【教育内容】

　 年か て医 となるた の知 ・技術・態 を学 り、 験に り、 の生 にかかわ
る を担 とい よ に、医学生・医 は高いプレッ ーのもとで過 すことを な されます。
ここでは、自 自 のモ ー ンを 持したり、適 な 定をしたり、 をマ ントし
たり、 の を つ能 が必要とされます。
　また、医 は 手の であり、 者との ニ ー ン能 も られます。
これらは、実は のものではな 、ど らも との ニ ー ンです。 者は自 との
ニ ー ン、 者は 者との ニ ー ンです。

　この講義では、 （ プ ン ）理 と、 業 での実 を ースに、自 や 者
とのつ あい方を ー ップ で学びます。 は、 えて なら ンの プリ ー
ンではな に関わる理 です。つまり、 なる ニ ー ンのス ルとい より、 の持つ
思考の に関するものです。
　これを することで、自 や 者への理 が まり、自 管理も 者との ニ ー ンも
で るよ になります。

　 と ー を た や ー ップ の を で、 段は気 ない の を
したり、 させたりで ます。

　 え 、な この とは 合い あの とは 合いに いのか？
　 ら と りが い の いは か？　 を理 し、 で ます。
　自 にあ た 方法や時 の い方もわか て ます。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 09月09日 （月） 4 5 動・ 1 自 との ニ ー ン 者との

ニ ー ン
（ ー

講 ）
選
必 2 10月07日 （月） 4 5 動・ 2 ・ ・

学 スタ ルの い１
（ ー

講 ）
選
必 3 10月21日 （月） 4 5 動・ 3 時 と のとらえ方

学 スタ ルの い２
（ ー

講 ）
選
必 4 10月28日 （月） 4 5 動・ 4 モ ー ンの方 と

（ ー
講 ）

選
必 5 11月25日 （月） 4 5 動・ 5 自 ・ 手 ・ 者

（ ー
講 ）

選
必 6 12月02日 （月） 4 5 動・ 6 医 ・患者

（ ー
講 ）

選
必 7 12月09日 （月） 4 5 動・ 7 が を

的な の技術
（ ー

講 ）
選
必 8 12月16日 （月） 4 5 動・ 8 プレッ ーに なる

レ リ ンス れない を作る
（ ー

講 ）
選
必 9 12月23日 （月） 4 5 動・ 9 自 の成 に気

（ ー
講 ）

－ 3 －
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【評価方法】

出席状況と ー ップへの参 、 レポート

【教 科 書】

◆ し　参考 配布

【 考】

、 ー ップ の を います。

－ 4 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-3（ ） の と

【サブユニット】 D-3（ ） の と

【担当者】

　美 子（ 研 ）

【教育内容】

　 の と を学ぶことにより、 野を 、 い教養を ことを とする。 や
病 で える表現、医 に関する 、 びにスポー や に関する や 物の名 などを
する。また自 や リー ン ー などを して、 による ニ ー ン能
を養 。 理を作り、 学、 、美術などにお る の れた作 を鑑賞することな
どにより、医療 として必要な 的 養を につ る。 者はも のこと、 教養のた
の 者も とする。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 09月09日 （月） 4 5 1

ル ート， 入 ，
， 表現，動 の現在
，自

（日 ）

選
必 2 10月07日 （月） 4 5 2

りと発 ， ， サッ ーを中
としたスポー （一部は と
）関 の表現

（日 ）

選
必 3 10月21日 （月） 4 5 3  の用法， の と

の作 ，過 ， 代名
（日 ）

選
必 4 10月28日 （月） 4 5 4 の や ， ，月，曜

日， ，
（日 ）

選
必 5 11月25日 （月） 4 5 5

名 の性と ，機内やレスト
ンでの会 ， 理，要 法
と 法

（日 ）

選
必 6 12月02日 （月） 4 5 6 病 で える表現， の名 ，

， ， 法の 動 ，
（日 ）

選
必 7 12月09日 （月） 4 5 7

医 関 の表現， ーの を
み， ー ルトの と リー
リヒの 画を鑑賞する

（日 ）

選
必 8 12月16日 （月） 4 5 8

リー ン ー を書 ， 容
， 令 1   定 ， よし
この を 原 で ，

の ト ントと リス
マス

（日 ）

選
必 9 12月23日 （月） 4 5 9

ーの を発 して ートー
ンの と に ， 令

2， ンリー （ ン ー）の
を み， ッ の を鑑賞す
る， ンデルの リスマス

（日 ）

【評価方法】

出席状況と 講態 、発 、および 出 やレポートで評価します。

－ 5 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ D-3（ ） の

- 55 -



【教 科 書】

◆ 講義 を 示します。

【参 考 書】

◆ 美 子  （ 5 ），2019，D 出  978-4-86211-700-7 を に
を作成しますので、で る 予 することをお します。 入法は のとおりです。一
書 では り せになります。

D 出 から 入される 合
06

から 入される 合
6 8 1 8 7 8 5 5 88 5 D 90

1 11 9
◆ 子 書 者には オ D- 7100 （2020）を します。

【 考】

　 教養のた の が の 献を た に 法を 的に学ぶのに し、この講義で
は と を 同 に い、 を と関 ながら し、医療関 表現も します。日
の医学に な を えて た の は、医学や医学に関 する用 を すことにも
つことでし 。 教養のた の との 点は、 ル ートや 入 法、 、月
名や曜日名、 表現 です。 な で発 し， 的に参 して さい。 いに し合 て、
しい講義を展 しまし 。

－ 6 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-4（） 術と医術

【サブユニット】 D-4（ ） 術と医術

【担当者】

  （ ー スト）

【教育内容】

　医学と を、 しい で てみまし 。
　 術と医学は一 しているよ に えますが、この授業では、 の から、現代 ートにお
る道 としての の 用、 して 画、 、 画にお る医療 の表現、 し の表現ま

で、この つの 野のつながりを することを 的としています。
　 講学生は、学 を して、講義を ではな 、 ループおよび での ート 作を いま
す。 の ー ストがこれまで らの作 においてどのよ に を い、 して表現して たの
かを を して理 し、 や みに する 術と医学の にある しを実 を して するこ
とを します。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 09月09日 （月） 4 5 1

ント ン
術にお る病気、患者、医 、 の
療の表

（
ー スト）

選
必 2 10月07日 （月） 4 5 2 科学的 用 物、 ル

（
ー スト）

選
必 3 10月21日 （月） 4 5 3 術にお る の表現1 と ー

（
ー スト）

選
必 4 10月28日 （月） 4 5 4 術にお る の表 2 し

（
ー スト）

選
必 5 11月25日 （月） 4 5 5 術にお る の表現3 的 な （

ー スト）
選
必 6 12月02日 （月） 4 5 6 ー ストの 1 ル ポートレ

ート
（

ー スト）
選
必 7 12月09日 （月） 4 5 7 ー ストの 2 デ ー ート

（
ー スト）

選
必 8 12月16日 （月） 4 5 8 ー ストの 3 ーマンス、

観 との関
（

ー スト）

選
必 9 12月23日 （月） 4 5 9

まと
学 を して した作 と実施した
作 についての

（
ー スト）

【評価方法】

出席、 ート 作に する参 、 の リポート 出 ール

【教 科 書】

◆ 配布

【参 考 書】

◆ 時

－ 7 －
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【 考】

授業で必要となる 画用 、 、 、 、 、 など を の授業で します。

－ 8 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-5（医学）総合 療とプ マリ・

【サブユニット】 D-5（医学）総合 療とプ マリ・

【担当者】

　 （ 医療科）　　 　 （ 病 ）　　 　理子（ 福祉 デ ル
ンター）　　 　 （総合 療内科）　　 野　 （総合 療内科）　　高 　 （医療生 さ
いたま川 療 ）

【教育内容】

　 子高 、 会を え、様 な ・医療・福祉の を持つ において、 に
つ実 医 になるた に、必要なプ マリ・ の 、 医療や についての知 や
技術を学ぶとともに、 関 する 門 野である総合 療や 医療と の プ ー を学び、
医療での応用方法の を理 する。また、 サブユニットは、高学年での総合 療や 医療の プ
ー を じ 医療を実 するた の として る。 えて、プ マリ にお る
リ 成の 点も り入れて学 を する。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 09月09日 （月） 4 5 医学 1 プ マリ・ と の特 （ 医療科）

選
必 2 10月07日 （月） 4 5 医学 2 総合 療・ 医療 （ 医療科）

選
必 3 10月21日 （月） 4 5 医学 3 総合 療・ 医療の理 ・ と必要

な と 的 プ ー
（ 医療科）

選
必 4 10月28日 （月） 4 5 医学 4 の医療 （

病 ）
選
必 5 11月25日 （月） 4 5 医学 5 患者中 医療

生物 理 会モデル
（総合 療内

科）
選
必 6 12月02日 （月） 4 5 医学 6 疾患 存（ ）と 性 野（総合 療内

科）
選
必 7 12月09日 （月） 4 5 医学 7 高 者医療

的予 医療
高 （川 療 ）

選
必 8 12月16日 （月） 4 5 医学 8 総合 療にお る研 と学術 動 （ 医療科）

選
必 9 12月23日 （月） 4 5 医学 9 総合 療医・ 医育成と リ

（
病 ）

【評価方法】

出席状況と参 態 を した で、 レポートによる評価をする。

【教 科 書】

◆ レ や必要な を配 する。

【参 考 書】

◆ 日 門医機構 総合 療 門研 ストブッ 　日
◆ 日 プ マリ・ 合学会 研 ン ブッ 　 3
◆ 病 総合 療医学　日 病 総合 療医学会

－ 9 －
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◆          
◆      4       

  

【 考】

学 学生の 2年生は 員が すること。
学生 、学生と教員との 換を して学ぶスタ ルを 要 しています。 医療に関 があり、
的に参 で る学生も します。２年生のみ 講 です。

－ 10 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ D-5（医学）

- 60 -



医学部１，２年良医への道１，２＞ D -1（） を 性する ート

【サブユニット】 D -1（ ） を 性する ート

【担当者】

　 （ 性 ート 代表）

【教育内容】

　現在、 ートは感 など 的な に す 、また、 の 性を 的とした知 リ ビリと
して、様 な がりを せています。高 な技術を必要とされる医療と の感性を必要とする の
点は でし か。 ニ ー ンにおいて する は です。しかし、 かり合えない

ことを 手の気持 にな て考えることは、 と医療・ と ートにと て な の一つにな て
いると考えます。
　表現することによ て、自 を することと、 の表現を自 のことの様に感じることは、 と
が がる で必要なことです。この スは、 ート 作と ート ニ ー ンを しみなが
ら、 た の感 ・ 性・表現を さ と一 に考えてみたいと思います。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 09月09日 （月） 4 5 1 ート ニ ー ン

作　 ー で な
（ 性 ー
ト 代表）

選
必 2 10月07日 （月） 4 5 2 子 の感性（ さ）

作 と の ッ ー
（ 性 ー
ト 代表）

選
必 3 10月21日 （月） 4 5 3 と は が ？

作 同 作
（ 性 ー
ト 代表）

選
必 4 10月28日 （月） 4 5 4 （ を ぶ 限時 ）

作 ンニン ー ー
（ 性 ー
ト 代表）

選
必 5 11月25日 （月） 4 5 5 展 と発

作 と ー
（ 性 ー
ト 代表）

選
必 6 12月02日 （月） 4 5 6 ー ー

作 ループで
（ 性 ー
ト 代表）

選
必 7 12月09日 （月） 4 5 7 感 とは ル ーの 性？

作 画
（ 性 ー
ト 代表）

選
必 8 12月16日 （月） 4 5 8 感と

作 技法で
（ 性 ー
ト 代表）

選
必 9 12月23日 （月） 4 5 9 と 能性

作 と のオブ
（ 性 ー
ト 代表）

【評価方法】

出席・ ・理

【教 科 書】

◆ 表現にお る と

【参 考 書】

◆ は美をいかに感じるか ール・ 、 内 、日 出
◆ 野 おもさに 野 、
◆ 感 とは も も なのか 、 ル 書

－ 11 －
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【 考】

や レット（ レットなど）をお持 の方は 持参 さい。 し出し 。

－ 12 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -1（ ）ここ の病に4 の

【サブユニット】 -1（ ）ここ の病に 4 の

【担当者】

　 美（ 評 ）

【教育内容】

　現代の 医療は、 疾患を症状で する D と れに 合 た 物療法によ て われている
が、 疾患を の病ととらえ、患者の や 生を すえた治療方法を生み出して た 医、
理 が、日 には もいる。 のなかから、 正 、 、 合 、 村 の 4 のとり

あ 、 らが た 特の療法と の思 について考える。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 09月09日 （月） 4 （ ）1 日 にお る の治療の み （ 評 ）

選
必 2 10月07日 （月） 4 （ ）2 正 の病はな るのか （ 評 ）

選
必 3 10月21日 （月） 4 （ ）3 正 療法の実 （ 評 ）

選
必 4 10月28日 （月） 4 （ ）4 え 理 と （ 評 ）

選
必 5 11月25日 （月） 4 （ ）5 え 理 と治療 （ 評 ）

選
必 6 12月02日 （月） 4 （ ）6 合 との （ 評 ）

選
必 7 12月09日 （月） 4 （ ）7 合 日 と 理療法 （ 評 ）

選
必 8 12月16日 （月） 4 （ ）8 村 自 と あい （ 評 ）

選
必 9 12月23日 （月） 4 （ ）9 村 時 と自 から た （ 評 ）

【評価方法】

出席、発表、 作成

【教 科 書】

◆ ここ の病に 知の （ ま 書）

【参 考 書】

◆ 美 サ リ ス （ ）

－ 1 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -2（ 会）マ リ へのまな し

【サブユニット】 -2（ 会）マ リ へのまな し

【担当者】

　正 （医学教育 ンター）

【教育内容】

　 内 にはマ リ とされる 、 、 などが存在する。 者・特定疾患の 患者
や在 、あるいは から 然と されている 、 的に らすのを な されている

、 ルマ リ や、 ・ ・ の とされて た など にわたる。
　 ー ルな から、 様なマ リ について 考 し、 の と の を機
に、 様性に でヒ ーマンな 会の在り方を し示す。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 09月09日 （月） 4 （ 会）1 マ リ とは か 総 に。

の 的 性を すると。
正（医学
教育 ）

選
必 2 10月07日 （月） 4 （ 会）2 の プ ー（ マ ）の考 。

を持たない の 、 時も も。
正（医学
教育 ）

選
必 3 10月21日 （月） 4 （ 会）3 と と の 。

内 日 。
正（医学
教育 ）

選
必 4 10月28日 （月） 4 （ 会）4 ン ン病患者 の りを

て た日 の と の 。
正（医学
教育 ）

選
必 5 11月25日 （月） 4 （ 会）5

の ・手 への理 。 者の
を持つ 者（ D   D

が たす 内と 会での

正（医学
教育 ）

選
必 6 12月02日 （月） 4 （ 会）6 、 、 の

ス ント の と の 法。
正（医学
教育 ）

選
必 7 12月09日 （月） 4 （ 会）7 欠 とい 名の合法的 。 業

選 の と 者の 的 用。
正（医学
教育 ）

選
必 8 12月16日 （月） 4 （ 会）8 な動 として ルマ

リ の が に。
正（医学
教育 ）

選
必 9 12月23日 （月） 4 （ 会）9

もがマ リ である 会を考え
てみた 合、 が えて るか。 も
も も、生 とし生 る者に正 、
のレッ ルは要らない

正（医学
教育 ）

【評価方法】

レポートを に、出席状況、授業態 、 などで評価する。

【教 科 書】

◆ 授業日の 、レ （ ン ウト）を ストとして用い、 に配布 も 。

【参 考 書】

◆ なし

－ 2 －
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【 考】

に を 予定。
に れて、当 授業の感 （ ニレポート）を る。これは の と 動する。

－ 3 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -3（データサ ンス）   の を知

【サブユニット】 -3（データサ ンス） の を知

【担当者】

　正（教養教育）　　村 　 （生 学）　　 　 （生 学）　　 　 （総
・ 内科）

【教育内容】

　現在、 な いで 会の中に  技術が しつつある。医学医療においても れは まし 、
の 、治療方 定、 の で 自 が る は現在では予 もつかない どに す

る 能性が い。しかし、 も もどのよ に が特 的に して た 機能、知的 動
である学 、 知、 の 動が 機物である計 機に 能となるのであ か。 工知能、機 学
、デ ープ ーニン 、生成 、とは一 を するのか、、、。　これらの 的な を か

ら して のが ースの 的である。 は機 学 の理 的 を、村 は生物 の作動原理
の を ン ーターと しながら する予定である。あ まで学生 が い 学の を持
て参 することを しており、 担された について 自 、発表することを としている。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 09月09日 （月） 4 （データサ

ンス）1

オリ ン ー ン とは
か？、知能とは か？、教員による
ント 、プレ ン

（教養教育）
村 （生 学）
（生 学）

選
必 2 10月07日 （月） 4 （データサ

ンス）2
機能の １ 学生による発表、
応 、教員による

（教養教育）
村 （生 学）
（生 学）

選
必 3 10月21日 （月） 4 （データサ

ンス）3

（総 内）
（教養教育）

村 （生 学）
（生 学）

選
必 4 10月28日 （月） 4 （データサ

ンス）4
教 あり学 1 教員による 、

ル実

（教養教育）
村 （生 学）
（生 学）

選
必 5 11月25日 （月） 4 （データサ

ンス）5
機能の ２ 学生による発表、
応 、教員による

（教養教育）
村 （生 学）
（生 学）

選
必 6 12月02日 （月） 4 （データサ

ンス）6
教 あり学 ２ 教員による 、

ル実

（教養教育）
村 （生 学）
（生 学）

選
必 7 12月09日 （月） 4 （データサ

ンス）7
教 なし学 、 学 教員によ
る

（教養教育）
村 （生 学）
（生 学）

選
必 8 12月16日 （月） 4 （データサ

ンス）8
と 機能の 学生による発
表、 応 、教員による

（教養教育）
村 （生 学）
（生 学）

選
必 9 12月23日 （月） 4 （データサ

ンス）9 まと 、 の展
（教養教育）

村 （生 学）
（生 学）

－ 4 －
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良医への道１，２ ＞ -3（ ） の

- 66 -



【評価方法】

出席とレポートに え、授業中での発表、 的発 を評価する。

【教 科 書】

◆ 特に 定しない

【参 考 書】

◆ 研 の （ ） の疾患と 理 、理 学研 科学総合研 ンター 、講 ブル
ー ッ ス 1140
◆ の 組み （ 、 ）、ス 、 ンデル 、 、 野 、講 ブルー
ッ ス 1600
◆ とニ ー ル ット 、 一、 、 書
◆ と計 、 、 、 書
◆ の計 、 一 、 学出 会
◆ ・ ・ 工知能　 理で を かす 、 一、講 ブルー ッ ス 990（ ）
◆ でわかる機 学 入門 、 良 、 美、技術評 1980（ ）
◆ ビッ データと 工知能、 、中 書
◆ ビッ データが 医療 、 学研 、 ブ リー
◆ 学、 、 出
◆ モデルは たな知能か 、 野原 、 書 1400（ ）

【 考】

定員 10名とする。

－ 5 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -4（ 会）現代の観

【サブユニット】 -4（ 会）現代の観

【担当者】

川　 子（ 会学者）

【教育内容】

　 ウ ルスによる感染症は、 ー ル した を が に 動することで しま
した。 時代といわれる現代の観 現 も な要因です。2020年 予定 た オリン
ッ をはじ 、 日 観 要の 発など、観 は現代 会を考 する 要な 点です。 講義
では、この観 を ー ー に を り り、 た が生 ている現代 会に する理 と 方を考
します。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 09月09日 （月） 4 会学 1 授業の 要 び現代 会と観

（ ーリ ）
川（ 会学者）

選
必 2 10月07日 （月） 4 会学 2 ーリ と 教－ス ン・サン

から考える
川（ 会学者）

選
必 3 10月21日 （月） 4 会学 3 ーリ と 教－ス ン・サン

から考える
川（ 会学者）

選
必 4 10月28日 （月） 4 会学 4 ーリ と 教－ス ン・サン

から考える
川（ 会学者）

選
必 5 11月25日 （月） 4 会学 5 ーリ と 遺 －ス

ン・ ールから考える
川（ 会学者）

選
必 6 12月02日 （月） 4 会学 6 ーリ と 遺 －ス

ン・ ールから考える
川（ 会学者）

選
必 7 12月09日 （月） 4 会学 7 ーリ と 遺 －ス

ン・ ールから考える
川（ 会学者）

選
必 8 12月16日 （月） 4 会学 8 ーリ と 川（ 会学者）

選
必 9 12月23日 （月） 4 会学 9 まと ーリ と現代 会 川（ 会学者）

【評価方法】

出席状況、授業態 、講義に する 的な参 （授業 の ント） び レポート を総合的に
して評価する。 レポートは必 日の時 に 出すること。

【教 科 書】

◆ なし

【参 考 書】

◆ ーリ 学原 ーリ 学会 委員会 　 信 （2006年）
◆ 観 のまな し ン・ －リ（ ）法 学出 （1995年）
◆ 観 学 　 曜 （1996年）

－ 6 －
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【 考】

現代の観 と現代の観 の講義内容は となります。 のみ、 のみの も 能ですし、 -
の もし は - の も 能です。

－ 7 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -5（自然科学） と生 科学

【サブユニット】 -5（自然科学） と生 科学

【担当者】

日 　 治（中研・ 部門）

【教育内容】

　 講義では、 において に関する 的 を し、 では D レ ル・ レ ルで
の への応 について講義をおこな 。これにより、 の性 や生物への についての、
的な理 を す。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 09月09日 （月） 4 自然科学 1

の の （
、 、 ）と、 の特性に
ついて

日 （中研・ ）

選
必 2 10月07日 （月） 4 自然科学 2

性同 の同 につ
いて、 や レルの とと
もに

日 （中研・ ）

選
必 3 10月21日 （月） 4 自然科学 3 定機 の 作を じて学

ぶ、 に関する
日 （中研・ ）

選
必 4 10月28日 （月） 4 自然科学 4 D 損 の、組 レ ル・ レ

ルの
日 （中研・ ）

選
必 5 11月25日 （月） 4 自然科学 5 ループ ー により学ぶ 日 （中研・ ）

選
必 6 12月02日 （月） 4 自然科学 6 D 損 の 子レ ルでの ニ

日 （中研・ ）

選
必 7 12月09日 （月） 4 自然科学 7 などによるD 損 に する

レ ルの応 （１）
日 （中研・ ）

選
必 8 12月16日 （月） 4 自然科学 8 などによるD 損 に する

レ ルの応 （２）
日 （中研・ ）

選
必 9 12月23日 （月） 4 自然科学 9 まと 日 （中研・ ）

【評価方法】

授業態 、 １ から の講義 に す 、 の講義中に す

【教 科 書】

◆ 特になし

－ 8 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -6（自然科学） 合物 名法

【サブユニット】 -6（自然科学） 合物 名法

【担当者】

　 （教養教育）

【教育内容】

　 合物は に存在しており、 れらの名 はどのよ にしてつ られているのでし か？ 実は、
1919 年に された （ 正・応用 学 合）とい 的な機関で られた方法、いわ
る  名法に て名 がつ られています。 中の もが、構造 から 名し、 に名 から
構造 が るよ に、 的な方法（ と の組合せ）を用い、たとえ て合成した 合
物であ ても、あたかも ルを組み合わせるかの と ー ン がで るよ に られています。
　 講義では、 機 合物の 名法の 的なルールを学びながら、実 に、構造 を て 名したり、
に、 合物名から構造 を いたりすることを学びます。また、  名法による ー ン をス
ー に 用で るよ になるた には、日 名ではな 名を 用した方が 名法の ッ を

理 するのに適していますので、 での ー ン 法を 用します（授業は日 です）。 え 、 4

は、 合物名を日 で書 と タン ですが、 でか と となり、実は、これを
した と には れ れ な がされています（ し は講義で します）。
　 ある 合物のなかでも、 講義では、 子 の 機 合物の 名についてのみ いますが、
名法の 的な ッ が されていますので、これまで な教科書などで にして た 合物

名の成り が か たり、 的には、研 において、 学 を すると や、学術 を
と に に つかもしれませ 。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 09月09日 （月） 4 （自然科学）1

ル ンの 名（１）
とは、 、 、

換 名、 、 ル ット
、

（教養教育）

選
必 2 10月07日 （月） 4 （自然科学）2

ル ンの 名（２）
い な ル ンの名 をつ て
みよ

（教養教育）

選
必 3 10月21日 （月） 4 （自然科学）3 ル ンと ル ンの 名

と 、 - 性と - 性
（教養教育）

選
必 4 10月28日 （月） 4 （自然科学）4

水 の 名
に をつ た 名、
水 にお る - 性

（教養教育）

選
必 5 11月25日 （月） 4 （自然科学）5

合物の 名
と 用名、オルト・ タ・

と 換 、 を
換 として表すと の名 は？

（教養教育）

選
必 6 12月02日 （月） 4 （自然科学）6

機 合物の 名（１）
ル ール、 ー ル、 ルデヒ
、 トン、 ル ン 、 ス ル

（教養教育）

選
必 7 12月09日 （月） 4 （自然科学）7

機 合物の 名（２）
なる 換 がある 合の 、
名の

（教養教育）

－ 9 －
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月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 8 12月16日 （月） 4 （自然科学）8

機 合物の 名
ン、 、 と な （教養教育）

選
必 9 12月23日 （月） 4 （自然科学）9

学 性  D と の 方
糖、 、 の 、
総合

（教養教育）

【評価方法】

出席状況、授業態 、授業内の ストで総合的に します。

【教 科 書】

◆    生 科学のた の 学 機・生 学 （ ）
の 科学２ ユニット（ 学）と同じ教科書

【 考】

教科書の授業で 用する および は、 に D ルで いてありますので ウン ー
が 能です。 での 講をお します。 を持 てない は、教科書・ ートを持参して
さい。

－ 10 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -7（生 理） えのない医学-医学には 能な がある

【サブユニット】 -7（生 理） えのない医学-医学には 能な がある

【担当者】

　 （教養教育）　　 　 （教養教育）

【教育内容】

　 医学生物学の 野において、 に い でありながら、ある では 的に 正 の
ない よ な があります。ここでは医療 理の中でも、科学技術の 展に 理的 に 点
を当て、 れ れ での講義と 、 などを中 に授業を て ます。現代 会におい
て生 科学の が たにどのよ な をもたらしているのか、 の を にし、 の
現 にあ ても自ら思考することの手がかりとなれ いです。知 を やす、 えを知る、ことで
はな 、 いを てる、思考の道 を す、ことを し ることが の です。
　 年 は、 ンデ ッ の 理学  時 応の 理原 と ウ ルス感染症 を
います。近年では、 の現 でも医療 的な観点を することは 能であり、 のことは
の ウ ルス感染症 の でさらに しました。しかし医療 の配 は生 の選
に し る 合もあり、 れについて はど 考える なのでし か。 なことを す
る授業です。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 1 09月09日 （月） 4 生

理 1

＞
書の時代状況 についての

を する。また の学生発表
の を 定する。

（教養教育）
（教養教育）

選
必 2 10月07日 （月） 4 生

理 2

入＞
学生は選 作の 入部 を
で た えで れについて し合い、
を 。

（教養教育）
（教養教育）

選
必 3 10月21日 （月） 4 生

理 3

１＞
学生は担当とな た の内容について
発表し、 ーマについての い知 を
る。

（教養教育）
（教養教育）

選
必 4 10月28日 （月） 4 生

理 4

２＞
学生は担当とな た の内容について
発表し、 ーマについての い知 を
る。

（教養教育）
（教養教育）

選
必 5 11月25日 （月） 4 生

理 5

＞
学生は担当とな た の内容について
発表し、 ーマについての い知 を
る。

（教養教育）
（教養教育）

選
必 6 12月02日 （月） 4 生

理 6

＞
学生は担当とな た の内容について
発表し、 ーマについての い知 を
る。

（教養教育）
（教養教育）

選
必 7 12月09日 （月） 4 生

理 7

＞
学生は担当とな た の内容について
発表し、 ーマについての い知 を
る。

（教養教育）
（教養教育）

－ 11 －
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月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選
必 8 12月16日 （月） 4 生

理 8

＞
学生は担当とな た の内容について
発表し、 ーマについての い知 を
る。

（教養教育）
（教養教育）

選
必 9 12月23日 （月） 4 生

理 9

総合 ＞
これまでの を まえて、 示された

について する。

（教養教育）
（教養教育）

【評価方法】

出席とレポートに え、授業中での発表、 的発 を評価する。
点（36 ）、発表（24 ）、 レポート（40 ）

【教 科 書】

◆ （ ） ンデ ッ の 理学  時 応の 理原 と ウ ルス感染症
書 2021

【参 考 書】

◆ 特になし

【 考】

に 講される 学入門（ 、 ）と 講義とは の観点から医療と 理の に る科 で
あり、 しての 講も する。

－ 12 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -8（自然科学） と た 、病と （ 講）

【サブユニット】 -8（自然科学） と た 、病と （ 講）

【担当者】

中野　 成（生 学）

【教育内容】

　 においてはあら る 適さを で る にあり、ヒトである が動物の一 であること
を れが である。 選 必 では 生物としてのヒト を、 とい ルターを して する
ことを みる。 ーマは 自 であるから、 講者はこれまでの知 を ルに 用・応用しつつ考え
ることが出 る 。特 な知 は要 しないので、 があれ せ に 講してもらいたい。
　 サブユニットでは にもよるが、担当者が の で手 に内容を した 、 ループに
かれ、 ーマについて学生 で を 。 的 近な ーマを り 、みなさ の 、 験を
まえて を る。学生からの発 を するた 講 は で 名までとする。
　一 に科学は物 の 組みや原因を考える。感染症で えると、病原 を特定し、症状が る 組み・
治療法  を する。 講義では、 な ？ が ーマとなる。な 感 が存在するのか、
れらはな 必要なのか、 の は か、などを考える。みなさ の によ ては病の について
も発展させてい 。 は、病はな らかの 発的、また遺伝的 合、 として えが が、
こに必然性を考えたと に たな 点が生じる。 れら 点の限 を まえた で 講者が れ れの
ルターを して たな思考 ールを手に入れることを 。

　 講義は医学を はするが、 れに限らない。 え ヒト（生物）の をなす性や の必然性
などについても したい。 して れが医学に関 する、とい を す。内容は 表を参 の
こと。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 09月09日 （月） 4 （自然科学）1 入 要 中野（生 学）

選
必 2 10月07日 （月） 4 （自然科学）2 ヒトの 計 ヒトの特 とは？ 中野（生 学）

選
必 3 10月21日 （月） 4 （自然科学）3 ヒトの由 ヒトの適応 はど い

か。
中野（生 学）

選
必 4 10月28日 （月） 4 （自然科学）4 と適応の じれ 中野（生 学）

選
必 5 11月25日 （月） 4 （自然科学）5 - 適 の計 は 要であ

る。
中野（生 学）

選
必 6 12月02日 （月） 4 （自然科学）6 会と がいいとはど い こ

と？
中野（生 学）

選
必 7 12月09日 （月） 4 （自然科学）7 気は せるか？ 中野（生 学）

選
必 8 12月16日 （月） 4 （自然科学）8 感 と適応 中野（生 学）

選
必 9 12月23日 （月） 4 （自然科学）9 ス から 会へ 中野（生 学）

【評価方法】

　出席状況と への な 。 を する発 、 や 欠席は 点となる。 書につ
いての での は 点とする（ は に する）。

－ 13 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -8（自然科学） （ ）
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【教 科 書】

◆ 特に 定しない。レ を用 する。

【参 考 書】

◆ 病気はな 、あるのか 医学による しい理 ン ル ・  ー、 ー ・  ウ
リ 2001 　 曜  
◆ 的な遺伝子 リ ー ・ ー ンス、 日高 　 2006  書
◆ 医学 ーウ ンとユン が かす の病 ン ニー ス ー ン 、
ン・ス ット プ ス 2011  時
の 、必要に応じて してい 。

－ 14 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -8（自然科学） （ ）
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -9（自然科学）ユニット り で作る 子

【サブユニット】 -9（自然科学）ユニット り で作る 子

【担当者】

　 子（教養教育）

【教育内容】

　物 の性 には、 子の構造が 関 している。しかしながら、 子の構造を の で る
ことはで ない。 のた 、 子 をつ ることで 子を し、物性の理 の手 としている。
授業では、 り をも いて 子 を作成し、 子の 感を 験する。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 09月09日 （月） 4 （自然科学）1 ウ がつ るデルタ 1 （教養教育）

選
必 2 10月07日 （月） 4 （自然科学）2 ウ がつ るデルタ 2 （教養教育）

選
必 3 10月21日 （月） 4 （自然科学）3 同 ーレンの 学1 （教養教育）

選
必 4 10月28日 （月） 4 （自然科学）4 同 ーレンの 学2 （教養教育）

選
必 5 11月25日 （月） 4 （自然科学）5 同 ーレンの 学3 （教養教育）

選
必 6 12月02日 （月） 4 （自然科学）6 同 ーレンの 学4 （教養教育）

選
必 7 12月09日 （月） 4 （自然科学）7 ー の プ とデルタ

1 （教養教育）

選
必 8 12月16日 （月） 4 （自然科学）8 ー の プ とデルタ

2 （教養教育）

選
必 9 12月23日 （月） 4 （自然科学）9 ー の プ とデルタ

3 （教養教育）

【評価方法】

出席および作成した 子

【教 科 書】

◆ 特に定 ない

【参 考 書】

◆ 特に定 ない

【 考】

作業には手 の 用さと 気を必要とする。

－ 15 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -9（自然科学）
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -10（ ）医学思 学

【サブユニット】 -10（ ）医学思 学

【担当者】

　 一 （思 研 者）

【教育内容】

　病気にな たと 、 た はどのよ に る か。 に を感じて自 の手に えないと
思え 、近 の 療 ・ リニッ に かい、医 から を 、 に を 方される。必要が
あれ を 、時にはより な病 の 科で同様の過 を り、あるいは施術を ることにな
る 。 した一 の 動を、 た は当然のものとして 容れている。
　しかし を もと 、 れ れの段 の 動スタ ルが、 的近年にな てから したこと
が えて る。 に にお る、時代 との医療についての考え方と 会のあり方との関 を
ることで、現代医学の を つ す。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 09月09日 （月） 4 （ ）1 ンス、 ント ン

（思 研
者）

選
必 2 10月07日 （月） 4 （ ）2 代 リ ・ ーマ

　 観 から理 構 へ
（思 研

者）
選
必 3 10月21日 （月） 4 （ ）3 中

　 道 医学から 学 へ
（思 研

者）
選
必 4 10月28日 （月） 4 （ ）4 ル サンス

　 代への と
（思 研

者）
選
必 5 11月25日 （月） 4 （ ）5 17

　 生理学と 義の
（思 研

者）
選
必 6 12月02日 （月） 4 （ ）6 18

　 生気 と 病理学
（思 研

者）
選
必 7 12月09日 （月） 4 （ ）7 19

　 実験生理学と 門
（思 研

者）
選
必 8 12月16日 （月） 4 （ ）8 19

　 学と 会医学の成
（思 研

者）
選
必 9 12月23日 （月） 4 （ ）9 予 日  レポートの書 方について

（思 研
者）

【評価方法】

出席状況と、 授業 に作成する ・ ント ート、 出 ・レポートによ て総合的
に評価する。

【教 科 書】

◆ 特に定 ない。適 プリントを配布する。

【参 考 書】

◆ 978-4-7989-1254-7   ッ ルト 医学の 信
◆ 978-4-588-02219-9   ポーター を にして 法 学出

　 としては 2 。 にも講義中に 時 示する。

－ 16 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -10（ ）医学 学
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -11（ ）  （ 講）

【サブユニット】 -11（ ） （ 講）

【担当者】

　 （中 講 ）

【教育内容】

                
              

            
     -       

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 09月09日 （月） 4 （中 ）1   

 （中 講 ）

選
必 2 10月07日 （月） 4 （中 ）2 D  - （中 講 ）

選
必 3 10月21日 （月） 4 （中 ）3 D  -

（中 講 ）

選
必 4 10月28日 （月） 4 （中 ）4 D  -  

（中 講 ）

選
必 5 11月25日 （月） 4 （中 ）5 D  - （中 講 ）

選
必 6 12月02日 （月） 4 （中 ）6 D  -

（中 講 ）

選
必 7 12月09日 （月） 4 （中 ）7 D  -

（中 講 ）

選
必 8 12月16日 （月） 4 （中 ）8 D  -

（中 講 ）

選
必 9 12月23日 （月） 4 （中 ）9 D  -

（中 講 ）

【評価方法】

              
                 

                
                 3
     

                
              

 20          

【教 科 書】

◆        

－ 17 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -11（ ） （ ）
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【参 考 書】

◆        

－ 18 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -11（ ） （ ）
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医学部１，２年良医への道１，２＞ -12（医学） 医学研 の成 を医療に生かすには-研 の現 から の医療を る-

【サブユニット】 -12（医学） 医学研 の成 を医療に生かすには-研 の現 から
の医療を る-

【担当者】

　正 （生理学）　　 　 （ 科）　　内 　 （ 学）　　 　 一（ 学）
　　 　 （ 学）　　 部　信 （ 学）　　 村　 （ 医療福祉 学）　　
　 （成育医療研 ンター）

【教育内容】

　ヒトゲ の が し疾患研 や治療法の 発は しいス ー に入 ている。しかし、ゲ
が されたとはいえ、疾患の がわか たわ ではな 、原因遺伝子が つか たとい て、 れ
が 、治療に びつ わ ではな 、現時点では疾患の と治療法の とい な に か
て、 の研 者が を り して研 を し ているのが現状である。
　このサブユニットでは、 の医学研 の成 が医療の現 でどのよ に生かされよ としている
のかについて、学内 の 研 野の 一 者が とな て、 医学研 や医療の現 の
現在と を するとともに、 や 点について講 と 者 でデ ス ッ ンします。
　 者には、 講 中に、担当講 が あるいは する研 で、研 の 学や ーの
参 などを い、 医学研 の現 を 験する機会や研 者と する機会を します。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 09月09日 （月） 4 医学 1 スからみた生 現

と疾患
（生理学）

選
必 2 10月07日 （月） 4 医学 2 を びる 子 的 - が 治療の

現 が わる
（ ）

選
必 3 10月21日 （月） 4 医学 3

研 を担 代への ッ ー
- の ト ン リ 病 療の みと
-

（ 科）

選
必 4 10月28日 （月） 4 医学 4

ゲ 構造と自 症-  
  と疾患発症の ニ

に
内 （ ）

選
必 5 11月25日 （月） 4 医学 5

オート ーと疾患- えて た ー
ン ン病と発症因子から治療の
まで

（ ）
部（ ）

選
必 6 12月02日 （月） 4 医学 6 ビッ データと医学

（成育医療研
）

選
必 7 12月09日 （月） 4 医学 7 ンスリンを する 研 の 村（ 医療福

祉 ）
選
必 8 12月16日 （月） 4 医学 8 しいゲ 技術は遺伝子治療の

ブレー スルーになるか
（生理学）

選
必 9 12月23日 （月） 4 医学 9 医学からみた近 の医療を

る
（生理学）

【評価方法】

講義参 状況（出席、 、デ ス ッ ン参 ）

－ 19 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -12（医学） 医学 の 医 - の の医 -
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【教 科 書】

◆ ッ ン ル 生物学

【参 考 書】

◆ ヒトゲ を した 　 レ ・ ンター自伝  レ ・ ンター　 学同 （2008）
◆ ゲ を 配するものは か　 レ ・ ンターとヒトゲ ン・デ ー
（中村 子 ）日 （2001）
◆ ゲ の   の に る ー ゲ   出
（2016）
◆ よ わかるゲ 医学  ヒトゲ の から 医療まで  2 部成  水 -
野 　 （2015）
◆ これからのゲ 医療を知る  遺伝子の から 子 的 オー ー 医療まで  
中村 　 （2009）

◆ ゲ 医学  ゲ を かす医療のた に     
 野  福 義 ） デ ル・サ ンス・ ンター ル（2016）

◆ ゲ と生   D  でない 遺伝 のし み　ブルー ッ ス・ 　講
（2013）
◆ ス  しい生 をえが 野 書 （2014）
◆ ゲ を る ンター   ー D  の たな展  D    
学同 （2015）

◆ ヒトゲ 生 の 計 を 科学 ブ リー 水信義　 書 （2001）
◆ 自 症遺伝子 - つからない遺伝子を て ルト ン・ ル ン 子 理美  

 中 （2013）
◆ でまるわかり 子 的 が 石川 （2016）
◆ まるわかり 子 的  2 石川 （2011）
◆ 動 療マニ ル  動のみかた 部 信   医学書
（2013）
◆ ー ン ン病 内科      部 信  

中 医学 （2019）
◆ プ ス・ レ ン 糖尿病 医学 ・研 の を もと 　医 出

◆ リオット・ ・ スリン 糖尿病 療の オニ ル ・ ・ ー ット 
サ ンス出

◆ ト ン リ が を た ニッ ・レーン みす 書  2007
◆ 代 ビゲー ン  ト ン リ を中 とする代 ット ー   

  村  デ ル・サ ンス・ ンター ル 2017
◆ ゲ とは か D  の ス リス ーの 一　講  2016
◆ 実験医学  34 5 ビッ データ する生 科学・医療 するオ スデータ・医
療データとど 合い、ど 用す か 永 良 野     2016
◆ 代 ー ンサー D 教 水 、 　学研 デ ル （2019）
◆ 生 科学者のた の D データ 実 道 　 デ ルサ ンス ンター

ル（2019）

－ 20 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -12（医学） 医学 の 医 - の の医 -

- 82 -



医学部１，２年良医への道１，２＞ -13（ ） と の時代

【サブユニット】 -13（ ） と の時代

【担当者】

石 　正 （ 名 教授）

【教育内容】

日 学の と われる は 医の は予 にあり とも ていた。 の
研 などで 1 ー ル賞 者にな た ど 的に名を せ、日 では日 医 会を し 代
会 を るなど した。とはいえ、 こにいたるまでにはさま まな 関 、 して時代 が
あ た。この授業では、 の研 や 動がど い た時代 から生み出されたのかを る。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選
必 1 09月09日 （月） 4 （ ）1 の生 石 （ ）

選
必 2 10月07日 （月） 4 （ ）2 19 までの医療 石 （ ）

選
必 3 10月21日 （月） 4 （ ）3 19 までの医療技術と 学 石 （ ）

選
必 4 10月28日 （月） 4 （ ）4 の研 石 （ ）

選
必 5 11月25日 （月） 4 （ ）5 発 ・血 療法へ 石 （ ）

選
必 6 12月02日 （月） 4 （ ）6 スト 石 （ ）

選
必 7 12月09日 （月） 4 （ ）7 た 、 をす た 石 （ ）

選
必 8 12月16日 （月） 4 （ ）8 と 、 の教養 石 （ ）

選
必 9 12月23日 （月） 4 （ ）9 時代の 会と 術 石 （ ）

【評価方法】

の ストによる。

【教 科 書】

◆ 特になし。

【参 考 書】

◆ の授業で 示します。

－ 21 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ -13（ ） の
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-1（ ）思考を える 入門

【サブユニット】 D-1（ ）思考を える 入門

【担当者】

　 美（ 評 ）

【教育内容】

　医学部入 に は必 科 が、 作成は、入 のた のものではない。医学生にな て
からも、様 な について思考を らし、 を書 ことがもと られる。また、 れは、 研
マッ ン の の 験科 として必 とされている。実 に に わるよ にな てからも、様
な で 作成能 が われる。 講 では、思考を えるた の と、実 に 作成とを
に い、実 をつ てい 。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選必1 09月09日 （月） 5 （ ）1 自 の考えを にして 定してもら （ 評 ）
選必2 10月07日 （月） 5 （ ）2 医 の理 とはど い ものか （ 評 ）
選必3 10月21日 （月） 5 （ ）3 道理を い し、 理の 点を る （ 評 ）
選必4 10月28日 （月） 5 （ ）4 医療 スを にはど すれ よいか （ 評 ）
選必5 11月25日 （月） 5 （ ）5 者 存と からの （ 評 ）
選必6 12月02日 （月） 5 （ ）6 ン ー ン ントについて （ 評 ）
選必7 12月09日 （月） 5 （ ）7 自 中 性を する ・ 感 （ 評 ）
選必8 12月16日 （月） 5 （ ）8 ー 医療についてど 考えるか （ 評 ）
選必9 12月23日 （月） 5 （ ）9 を る に つた の （ 評 ）

【評価方法】

出席，発表、 作成

【教 科 書】

◆ 美 思考を える 入門 （ ま 書）

【参 考 書】

◆ 石 ーマッ ン （医学評 ）

－ 1 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ D-1（ ） 入門
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-2（ 会） 容する現代 デ

【サブユニット】 D-2（ 会） 容する現代 デ

【担当者】

　正 （医学教育 ンター）

【教育内容】

　 、 、 を とする ー リ には い伝 があり、 の 道は高い信 とともに
（生 ）に している。一方で、 ンター ットを した 名性の高い の が、 のよ

な 存マス デ の 正 性 と を しつつある。 ニ ースの 、 た 成
への など 。 もが 時に発信者になれる、 実性に しい に れた時代に入 て、 動して
やまない現代の デ を的 に理 する一 として、マス デ が かれた状況を 出する。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必1 09月09日 （月） 5 （ 会）1
道とオ ニオンを担 マス デ
の （ ）と （ ）。
オリ ー ーから ン まで。

正（医学
教育 ）

選必2 10月07日 （月） 5 （ 会）2
の とス タスは名実ともに
。 れによる な部

がもたらす 。

正（医学
教育 ）

選必3 10月21日 （月） 5 （ 会）3 道機関による は を
しているか。 と の い。

正（医学
教育 ）

選必4 10月28日 （月） 5 （ 会）4
の 的 （守 義 ）。実名

道と 名 道。 の り・
りの 。

正（医学
教育 ）

選必5 11月25日 （月） 5 （ 会）5 者 ブとは か。発表 ー リ
の限 から、 道への 。

正（医学
教育 ）

選必6 12月02日 （月） 5 （ 会）6 講生 員による 。 る
日の の 験的学 。

正（医学
教育 ）

選必7 12月09日 （月） 5 （ 会）7 ー ル デ （ ）の と
会の 要 。ポスト 実 。

正（医学
教育 ）

選必8 12月16日 （月） 5 （ 会）8
デ と、 の 、 の

。 デ リ ーの
が 者、 者らに られる 。

正（医学
教育 ）

選必9 12月23日 （月） 5 （ 会）9
会を する 、プ ン
を し、 ト 道に した 会的
としての ー リ 。

正（医学
教育 ）

【評価方法】

を に、出席状況、 講態 、 発 などで評価

【教 科 書】

◆ 配布するレ （ ン ウト）を ストに用い、 の配布 も教 とする。

【参 考 書】

◆ なし

－ 2 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-3（ ） 代中 学講

【サブユニット】 D-3（ ） 代中 学講

【担当者】

　 （ 学 学 ンター）

【教育内容】

　中 の名 である の名 を み わいながら、 ど ある なのか、 の一 を学
びます。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必1 09月09日 （月） 5 1 子の時代
子が生 た時代 を学ぶ。

（ 学
学 ンター）

選必2 10月07日 （月） 5 2
子に する評価
子が当時ど 評価されていたかを学
ぶ。

（ 学
学 ンター）

選必3 10月21日 （月） 5 3 子の に学ぶ
者と自

（ 学
学 ンター）

選必4 10月28日 （月） 5 4 子の に学ぶ
者と自

（ 学
学 ンター）

選必5 11月25日 （月） 5 5 子の に学ぶ
学びの とは か。

（ 学
学 ンター）

選必6 12月02日 （月） 5 6 子の で考える
とは か。

（ 学
学 ンター）

選必7 12月09日 （月） 5 7 子の で考える
仁 とは か。

（ 学
学 ンター）

選必8 12月16日 （月） 5 8 子の名 を わ
名な を して み わ

（ 学
学 ンター）

選必9 12月23日 （月） 5 9 子の名 を わ
名な を して み わ

（ 学
学 ンター）

【評価方法】

出席状況および授業への 性を する。またレポートも まえて総合的に評価する。

【教 科 書】

◆ 必要に応じてプリント配布。

【参 考 書】

◆ 治

－ 3 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-4（医学） 養学総

【サブユニット】 D-4（医学） 養学総

【担当者】

　 （ 子 養 学）　　 　 子（ 子 養 養 リニッ ）

【教育内容】

　生 を 持で るのは、 物を ているからである。 をつ るもとになる を自 で選 し
て生 ている か。理 とする 、または疾病予 や 、 を 的とした を理 し
選 で るよ になることを とする。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必1 09月09日 （月） 5 （医学）1

養学の実 とは
1  ン ート（授業内実施）
１ 日 ・ 配布
２ タ スタデ 配布

（ 養 リ
ニッ ）

選必2 10月07日 （月） 5 （医学）2

養学の
日 の 生 と疾病
１ 日 ・
２ タ スタデ

（ 養 ）

選必3 10月21日 （月） 5 （医学）3 糖尿病の 療法の実
自 しら

（ 養 ）

選必4 10月28日 （月） 5 （医学）4

をどれ れ よいか
ンス ッ

た 、 ル ウ 、 物
ル ッ 、 ッ など

（ 養 ）

選必5 11月25日 （月） 5 （医学）5 生 病の について
（ 養 リ
ニッ ）

選必6 12月02日 （月） 5 （医学）6
養学の 能性1 
－ を評価する

の
（ 養 ）

選必7 12月09日 （月） 5 （医学）7 治療としての 療法
（ 養 リ
ニッ ）

選必8 12月16日 （月） 5 （医学）8 疾患の 養 療法 （ 養 リ
ニッ ）

選必9 12月23日 （月） 5 （医学）9 養学の 能性2
－ の 養学

（ 養 ）

【評価方法】

出席状況と授業態 を した で授業中に 示した による評価を える。

【教 科 書】

◆ なし（ 配布を ）

【参 考 書】

◆ 適 、授業中に する。

－ 4 －
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【 考】

欠席者は配布物を学 で り、 授業日までに を 出すること。

－ 5 －

医学部１，２年
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-5（医学）ここ と医療・医学

【サブユニット】 D-5（医学）ここ と医療・医学

【担当者】

石 　 （ 科）　　 　 （ 科・ 療内科）　　 持　 （総
科）　　 原　 （ 科・ 療内科）　　 　 （総 科）　　 　 治（
科・ 療内科）　　 　 （総 科）　　 　さつ （ 科・ 療内科）

　　野 　 （ 科・ 療内科）

【教育内容】

　ここ の ・ 内 を のは、医療、医学で にわたる。 サブユニットでは、ここ の
に るものから 科学まで、様 な医療現 あるいは 医学的学 的 にお る ス ート

に講義してもら 。この 野の 野の さを実感し、 医 になるにあた てここ や とは か
について 考える か にしてもらいたい。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必1 09月09日 （月） 5 （医学）1 マン から学ぶ、 理 会的発
原（

療内科）

選必2 10月07日 （月） 5 （医学）2 思考にとらわれないた の方法
知 動療法からの プ ー

野 （
療内科）

選必3 10月21日 （月） 5 （医学）3 とは か
（総

科）

選必4 10月28日 （月） 5 （医学）4 と 、ここ
（総

科）

選必5 11月25日 （月） 5 （医学）5 ここ と ル ス マ  の
容と 感の

持（総
科）

選必6 12月02日 （月） 5 （医学）6 て か から 機能を知る
（
療内科）

選必7 12月09日 （月） 5 （医学）7 患者との 　 が 医療の現
から

石 （
科）

選必8 12月16日 （月） 5 （医学）8 つとは？感 とは？
（
療内科）

選必9 12月23日 （月） 5 （医学）9 ストレスとここ
（
療内科）

【評価方法】

出席状況や学 態 を 。レポート 出などの は、教員 とに 定する。

【教 科 書】

◆ 特に定 ない。教員 とに 定する。

【参 考 書】

◆ 特に定 ない。教員 とに 定する。

－ 6 －

医学部１，２年
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-6（ 動・ ） 動学２

【サブユニット】 D-6（ 動・ ） 動学２

【担当者】

　 美子（ 科）　　中村　 （ 工 学名 教授）

【教育内容】

　 動学は 様な原因、機能、発 、 を ることにより、 知 理など な 機能に を
る 動を理 しよ とする学 で、 医学の の となる の の一つを いて

た。ヒトと し現存の動物 動の学 的定 的研 から 動を 的に考える を養 。 動学
の 的な考え方、現代や に した 学 との 性を知る。い つかの 的な 動動画
などを として、内的機能を み た の 知 を る。一つの （ 動）に して 的なと
らえ方があることや、 動の 定要因が 子・ ・ ・ ・ と 的な なるレ ルで され
ていることを理 する。 はヒトを特 るよ な 動の機能を、 を え し考 する。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必1 09月09日 （月） 5 （ 動・ ）
1 動学（2） （ 科）

選必2 10月07日 （月） 5 （ 動・ ）
4

感性＞
者理 の にある機能

中村（ 工 ）

選必3 10月21日 （月） 5 （ 動・ ）
5

の理 ＞
者の の理

中村（ 工 ）

選必4 10月28日 （月） 5 （ 動・ ）
3

ニ ー ン＞
同 、 の 思、思考の を
にやり り

（ 科）

選必5 11月25日 （月） 5 （ 動・ ）
2

道 用＞
自 の一部として機能する、もの

（ 科）

選必6 12月02日 （月） 5 （ 動・ ）
6

と ーニ ー ン＞
ま ることとまなび
自 の を 合わせる 組み

中村（ 工 ）

選必7 12月09日 （月） 5 （ 動・ ）
7

＞
の が生 ・ の

（ 科）

選必8 12月16日 （月） 5 （ 動・ ）
8

会＞
の を 定 る 会

中村（ 工 ）
（ 科）

選必9 12月23日 （月） 5 （ 動・ ）
9 験

中村（ 工 ）
（ 科）

【評価方法】

レポート、および、授業の中で自らの関 に 発表 を 。

【教 科 書】

◆ 特になし。

【参 考 書】

授業内で を する。
◆ 川 理子， 生 物を る つの な ， 書，2002，4-08-720168-6

－ 7 －
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◆ 正一 はな のか 　 書、1994  4-00-430338-9
◆ リデ 、 動物 ニ ー ン 、1998
◆  ンデル 、 科学 2014
◆ ， の 知科学 ， ル 書 ，2000，4-623-03179-9
◆ 中村 、 感 の 科学 、 書  2014  978-4-86459-179-9

－ 8 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-7（ 会）医療と

【サブユニット】 D-7（ 会）医療と

【担当者】

　 一（ 学者）

【教育内容】

　 的な 学の知 を学 し、 などの ニ ースを理 で る 養を につ ることを
とする。同時に、 の 業 野と た医療 野の特 性を、 学の観点から学ぶ。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選必1 09月09日 （月） 5 （ 会）1 医療 と 学の考え方 （ 学者）
選必2 10月07日 （月） 5 （ 会）2 計データの 方 （ 学者）
選必3 10月21日 （月） 5 （ 会）3 と （ 学者）
選必4 10月28日 （月） 5 （ 会）4 マ の 要と （ 学者）
選必5 11月25日 （月） 5 （ 会）5 の と （ 学者）
選必6 12月02日 （月） 5 （ 会）6 と ス （ 学者）
選必7 12月09日 （月） 5 （ 会）7 と現代 （ 学者）
選必8 12月16日 （月） 5 （ 会）8 会 （ 学者）
選必9 12月23日 （月） 5 （ 会）9 医療・年 と の （ 学者）

【評価方法】

出席状況・学 態 ・ 験で総合的に評価する。

【教 科 書】

◆ 特に 定しない。 は必要に応じて配布する。

【参 考 書】

◆ 特に 定しない。

【 考】

講義では、 要な点は や 書に するが、 で する内容も い。 のよ な内容をレポー
トの とするので、よ ートを ることを る。

－ 9 －

医学部１，２年
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-8（医学） 医学と 医学の

【サブユニット】 D-8（医学） 医学と 医学の

【担当者】

村　 （ 医学）　　 　 子（ 医学）　　 　 （ 医学）　　 　 子（
医学）　　 内　 （ 医学）

【教育内容】

　 医学は 2000年 の い を する の伝 医療であり、わが には 教伝 れるこ
と 10年 の時代に伝えられたと われている。こ した 医学の治療法には 物療法である
（ 方 ）と 治療に され、 の疾患や症状に が で る。
　近年、 医学の が されるなか、 が 持 ている自然治 を高 ることを とし
た 医学は、 的医療とい から、 良な医 となるた のス ル ップに必要なも 一つの
医学として られる。 医学を学ぶことは、医 として、より い医学知 と応用 を に
つ る でな 、良 な医 -患者関 を ことので る 成にも貢献で る。 医学にお
る の高 な知 と技術を学び、 せて 的医療を とする 医学の や の実 を
することにより、 学が す、 医療に貢献で る 良な 医や 的にも 能な研 者に
なるた に て必要性の高い 野である。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必1 09月09日 （月） 5 （ 医
学）1

１ 　- 医学と 医学の い-
医学と 医学の いを 方 を

中 に する。
（ 医学）

選必2 10月07日 （月） 5 （ 医
学）2

２ 　- 治療と -
治療で 用する （ ）と

（ の 道）について の を
し、治療方法の実 を する。

（ 医学）

選必3 10月21日 （月） 5 （ 医
学）3

　- 方1- 方 療の実
実 の 現 で 方 がどのよ に
用されているかを する。

（ 医学）

選必4 10月28日 （月） 5 （ 医
学）4

　- 治療の適応症と の
の ニ -
治療の科学的 を し、伝 医

療の特 について する。

（ 医学）

選必5 11月25日 （月） 5 （ 医
学）5

　- 治療の 験実 -
（ ）の り方を実 し、 治

療を実 に 験する。
（ 医学）

選必6 12月02日 （月） 5 （ 医
学）6

　- 方2- について
方 療の 法を に、自らの につ
いて考えてい 。

（ 医学）

選必7 12月09日 （月） 5 （ 医
学）7

7 　- みの と 治療-
みの発症機 を し、 治療の
について する。

（ 医学）

選必8 12月16日 （月） 5 （ 医
学）8

8 　-が に する 治療-
が 患者に する 治療の 用性に
ついて し、 ー 医療の を
する。

内（ 医学）

－ 10 －
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月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必9 12月23日 （月） 5 （ 医
学）9

9 　- 医学と 医学の 合-
現代医療にお る 医学の たす
を らかにし、 医学と 医学の
合について する。

（ 医学）
（ 医学）
（ 医学）
内（ 医学）

【評価方法】

評価は、出席状況と授業への 性を します。 れに え、 出されたレポートも評価の とな
ります。

【教 科 書】

◆ がわかる 方医学講義

－ 11 －
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-9（ ） ブス ー ーの研 者と一 に学ぶ 2

【サブユニット】 D-9（ ） ブス ー ーの研 者と一 に学ぶ
2

【担当者】

中 　 子（生理学）　　  （ ・ 医療研 ンター）　　 　 （ タ
学）　　 村　 由美（ 学・ 合 医科学研 機構）　　 　 （ 学）　　
　 （ 学）

【教育内容】

　 を用いた ニ ー ンは、医学・科学に関わる者にと て や必 の ールです。しかし、
高 までに学 で た の は、 に部 的な 、 まり た 作 まりでとても実
的なものとは えませ 。
　 こで、この  サブユニットでは、 科学の観点から 法を 的に
す からスタートします。 的には 科学的に されたす ての に生 わ ている
法 を び こすことが ですので、 しいと思 教 を つ て 、で る限り自然な方法
で を学 でいた こ と思います。サブユニットからは、 さ に を持 ていた るよ に、
科学・医学研 や に関する を します。つまり、 に を 学 として するので
はな 、 の科学・医学の講義を に、同時に実 的な も学 でしま とい 一石 で
りなプ にな ています。 的には、 さ に生の  を、 いて（リスニ
ン ）、理 して、 える（ス ー ン 、デ ス ッ ン、プレ ン ー ン）よ にな てもら
た 、理 学研 科学総合研 ンター、 ・ 医療研 ンター、 遺伝学研 、

学 高 研 から ブな、あるいは、 で研 されている研 者の 生方に
て 、講義を 、一 に をしながら し  を学 で ます。
　  2 は、 講義を実 に が になりますが、講義と ても医学部 1，
2年生が理 で るよ に ント ンからお し ますし、講義自 も （ 授業の
合）に を ますので しいサ ンスの予 知 は 必要ありませ 。また、令 4年に

された医学教育モデル リ で たに された 3 、 の研 に を る。
医学 （ ）を で 要を理 する。 にわかりやす 研 内容をプレ ン ー ンで
る。についても学 で ます。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選必1 09月09日 （月） 5 （ ）1 中 （生理学）

選必2 10月07日 （月） 5 （ ）2 学講義 （ ）を い
て してみよ

 （ ）
中 （生理学）

選必3 10月21日 （月） 5 （ ）3 鑑 マ （ ）を い
て してみよ

中 （生理学）

選必4 10月28日 （月） 5 （ ）4 学の講義（ ）を いて
してみよ

村（ 学）
中 （生理学）

選必5 11月25日 （月） 5 （ ）5 鑑 マ （ ）を
いて してみよ

（ ）
中 （生理学）

選必6 12月02日 （月） 5 （ ）6 科学的な プレ ン ー ン
のこつを学

（ 学）
中 （生理学）

選必7 12月09日 （月） 5 （ ）7 生医療の講義（ ）を
いて してみよ

（ タ
学）

中 （生理学）

－ 12 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ D-9（ ） の 学 2
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月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者

選必8 12月16日 （月） 5 （ ）8 学講義 （ ）を
いて してみよ

 （ ）
中 （生理学）

選必9 12月23日 （月） 5 （ ）9 学講義 （ ）を
いて してみよ

 （ ）
中 （生理学）

【評価方法】

講義中の 自の参 を出席点と合わせて評価する。

【教 科 書】

◆ の医学・科学の研 を するニ ースや動画を理 するた の を 配布しますので
教科書は特になし。

【参 考 書】

◆ 遺伝研 ッ で学ぶ科学 プレ ン ー ン 感じる 、考える 、 する を育て
る、 たつみ、タ ・ ルマン、 、

【 考】

での生 などを 験していない の会 やリスニン に関しては 者 が、生の を
に れて、 いこなしたいとい のある学生を とする。

－ 13 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ D-9（ ） の 学 2
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医学部１，２年良医への道１，２＞ D-10（自然科学）実験動物学入門

【サブユニット】 D-10（自然科学）実験動物学入門

【担当者】

水野　由美（中研・実験動物部門）　　川村　勇樹（教養教育）　　冨永　信子（中研・実験動物部門）
　　石原　由夏（中研・実験動物部門）　　仁科　正実（中研・実験動物部門）

【教育内容】

　病気治療の一つの手段として、病気の原因と思われる遺伝子をターゲットにした遺伝子治療がある。
現在では、ヒト遺伝子と実験動物であるマウス遺伝子が同様の構造と機能を持つことが知られているこ
とから、病気の原因と考えられる遺伝子をマウスに過剰発現させる、または、欠損させる遺伝子組換え
動物が病気の原因や治療に貢献している。また、高血圧症や糖尿病などヒトの疾患と同じ病態を示す病
態モデル動物も存在する。近代医学の発展に貢献する実験動物の特性から動物実験方法を講義やビデオ
鑑賞により知り、動物実験の法令に遵守した適正な動物実験の実施について、動物福祉の観点から学ぶ。

【授業予定表】

月日 曜日 時限 講義名 内容 担当者
選必1 09月09日 （月） 5 （自然科学）1 実験動物とは？ 仁科（中研・動物）
選必2 10月07日 （月） 5 （自然科学）2 動物実験に関する法律と動物福祉 冨永（中研・動物）
選必3 10月21日 （月） 5 （自然科学）3 実験動物の感染症 仁科（中研・動物）
選必4 10月28日 （月） 5 （自然科学）4 遺伝子組み換え動物とは 川村（教養教育）
選必5 11月25日 （月） 5 （自然科学）5 遺伝子組み換え動物の作製と応用 川村（教養教育）
選必6 12月02日 （月） 5 （自然科学）6 生殖工学技術と繁殖 水野（中研・動物）
選必7 12月09日 （月） 5 （自然科学）7 実験動物の飼育管理 石原（中研・動物）
選必8 12月16日 （月） 5 （自然科学）8 動物実験手技・手法 石原（中研・動物）

選必9 12月23日 （月） 5 （自然科学）9 動物実験計画書作成と動物実験委
員会

冨永（中研・動物）

【評価方法】

出席状況およびレポートにて総合的に評価する。

【教 科 書】

◆ 必要に応じてプリント配布

【参 考 書】

◆ 特になし

－ 14 －

医学部１，２年
良医への道１，２ ＞ D-10（自然科学）実験動物学入門
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選択必修担当教員　メールアドレス

氏名 フリガナ 所属 メールアドレス

　 キ　リ チ 社会医学 raraki@saitama-med.ac.jp

　 ケ 　マサ キ 学 mikeda@saitama-med.ac.jp

　 シ 　マユミ 医療センター　精神 科 mayumi_i@saitama-med.ac.jp

　 シハ 　ユカ 　 subaru_y@saitama-med.ac.jp

　 エ　ナオ 医学教育センター nainoue@saitama-med.ac.jp

　 　タカトシ 大学病院　総合 療内科 tuno@saitama-med.ac.jp

オ 　 オ 　ヨシキ 教養教育 yoida@saitama-med.ac.jp

オ 　 オオタ　トシオ 大学病院　神経精神科・心療内科 toshiota@saitama-med.ac.jp

オ 大 　 オオタケ　 キ 大学病院　 科 akira_oh@saitama-med.ac.jp

オ 大 　 夫 オオ シ　マサオ 医学教育センター ohnishim@saitama-med.ac.jp

カ 　 カネ 　 医学教育センター kaneda@saitama-med.ac.jp

カ 神山　 カミヤマ　ユ キ 大学病院　総合 療内科 ykamiyam@saitama-med.ac.jp

カ 　 カワ 　ユ キ 教養教育 kawamura@saitama-med.ac.jp

　 モチ　 ミ 総合医療センター　神経精神科 kizumi@saitama-med.ac.jp

　 カワ　リキ 医学 rkurokaw@saitama-med.ac.jp

　 ワ 　 トシ 大学病院　神経精神科・心療内科 kuwabara@saitama-med.ac.jp

内　 チ　 大学病院　東洋医学 akouchi@saitama-med.ac.jp

　 美 シ 　マミ 大学病院　 科 koshiba@saitama-med.ac.jp

　 ヤシ　サヤカ 総合医療センター　神経精神科 sayakak@saitama-med.ac.jp

サ 本　 サカモト　ヤスシ 　 ysakamot@saitama-med.ac.jp

シ 橋　 智 シ シ　ミチオ センター mshiibas@saitama-med.ac.jp

シ 　智美 シ キ　サトミ 医学教育センター picorass@saitama-med.ac.jp

ス 　 ス キ　セ 教養教育 sei01@saitama-med.ac.jp

ス 　 ス キ　トモ 大学病院　総合 療内科 tomoko41@saitama-med.ac.jp

ス 　 ス キ　ヤスフミ センター suzuyasu@saitama-med.ac.jp

タ 橋　 タカハシ　サチ 医療 育 センター・ 医学
センター

sakko_t@saitama-med.ac.jp

タ 橋　美 タカハシ　ミ 医学教育センター misuzuki@saitama-med.ac.jp

ツ 　 ツチ 　 リ 教養教育 n_tsuchi@saitama-med.ac.jp

　 　ユ 総合医療センター　 ・ 内
科

uyhf6ba@saitama-med.ac.jp

ト 　 ト モト　ヤス ト ミ シ ンセンター tokumoto@saitama-med.ac.jp

ト 　 トミナガ　 　 non_tomi@saitama-med.ac.jp

ナ 　 ナカオ　ケ 学 knakao@saitama-med.ac.jp

ナ 　 ナカ 　タカナリ 学 tnakano@saitama-med.ac.jp

科　 シナ　マサミ 　 masa247@saitama-med.ac.jp

　 キ　ケンタ 大学病院　神経精神科・心療内科 nozaken@saitama-med.ac.jp

ハ 　 ハヤシ　ヨシユキ 教養教育 yhaya@saitama-med.ac.jp

　 　 　 khizume@saitama-med.ac.jp

岡　 オカ　 タカ 大学病院　 医療科 nkaorohi@saitama-med.ac.jp

　 美 サワ　ナルミ 　 hsnarumi@saitama-med.ac.jp

ベ 所　 ベ シ 　カ 医学 センター kbessho@saitama-med.ac.jp

　 　ヤスシ 学 yhojo@saitama-med.ac.jp

マ 　 マチ 　サナエ 医学 センター m_sanae@saitama-med.ac.jp

マ 　 マツオ　 大学病院　神経精神科・心療内科 kmatsuo@saitama-med.ac.jp

ミ 　 美 ミ 　ユミ 　 yumimi@saitama-med.ac.jp

　 カ 　 サミツ 教養教育 mukaida@saitama-med.ac.jp

　 カミ　 ン 教養教育 murakami@saitama-med.ac.jp

　 シ　タカユキ 学 t_mura@saitama-med.ac.jp
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選択必修担当教員　メールアドレス

氏名 フリガナ 所属 メールアドレス

モ 本橋　千恵美 モトハシ　チエミ 社会医学 motohash@saitama-med.ac.jp

モ 森口　武史 モリグチ　タケシ 教養教育 tksmorig@saitama-med.ac.jp

ヤ 山口　智 ヤマグチ　サトル 大学病院　東洋医学 sayama@saitama-med.ac.jp

ヨ 吉益　晴夫 ヨシマス　ハルオ 総合医療センター　神経精神科 haruo@saitama-med.ac.jp

ヨ 米岡　裕美 ヨネオカ　ユミ 教養教育 yyoneoka@saitama-med.ac.jp

ワ 渡邊　さつき ワタナベ　サツキ 大学病院　神経精神科・心療内科 satsukiw@saitama-med.ac.jp
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